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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　複数のレイヤを備える符号化されたビデオビットストリームにアクセスするステップで
あって、前記符号化されたビデオビットストリームが複数のアクセスユニットを含み、第
1のアクセスユニットがシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを含み、第2の
アクセスユニットがイントラランダムアクセスポイントピクチャを含み、前記第1のアク
セスユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットである、ステップ
と、
　復号が前記第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるべきであることを示す値で
あるものとして再初期化フラグを導出するステップであって、前記第2のアクセスユニッ
トが、前記第1のアクセスユニットの前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニ
ットの後にある復号順序において前記次の後続のアクセスユニットであることに基づいて
、前記再初期化フラグが前記値であるものとして導出される、ステップと、
　前記再初期化フラグの前記導出された値に基づいて前記第2のアクセスユニットにおい
て復号を再初期化するステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記第2のアクセスユニットが、前記第1のアクセスユニットの前記シーケンス終了ネッ
トワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において前記次の後続のアクセスユニ
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ットであることに基づいて、前記第2のアクセスユニットにおいて前記複数のレイヤの各
々の復号を再初期化するステップをさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記第1のアクセスユニットが前記符号化されたビデオビットストリームのベースレイ
ヤ中の前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを含み、前記第2のアクセ
スユニットが前記ベースレイヤ中の前記イントラランダムアクセスポイントピクチャを含
み、前記第2のアクセスユニットが前記ベースレイヤ中の前記イントラランダムアクセス
ポイントピクチャを含むこと、および前記第1のアクセスユニットの前記シーケンス終了
ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において前記次の後続のアクセス
ユニットであることに基づいて、復号が前記第2のアクセスユニットにおいて再初期化さ
れる、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記第2のアクセスユニットの前記イントラランダムアクセスポイントピクチャが、瞬
時復号リフレッシュピクチャを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記第2のアクセスユニットの前記イントラランダムアクセスポイントピクチャが、ク
リーンランダムアクセスピクチャを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記第2のアクセスユニットのフラグが、前記第2のアクセスユニットが、前記第1のア
クセスユニットの前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号
順序において前記次の後続のアクセスユニットであるとき、ある値に設定され、前記値が
、前記復号が前記第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるべきであることを示す
、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記フラグがNoClrasOutputFlagを含み、前記値が1という値である、請求項6に記載の
方法。
【請求項８】
　前記第2のアクセスユニットにおいて前記復号を再初期化するステップが、前記第2のア
クセスユニットと関連付けられる、1つまたは複数のランダムアクセススキップ先行ピク
チャ、または、1つまたは複数のクロスレイヤランダムアクセススキップ先行ピクチャを
廃棄するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　ビデオデータを記憶するように構成されるメモリと、
　プロセッサとを備え、前記プロセッサが、
　　前記メモリから複数のレイヤを備える符号化されたビデオビットストリームにアクセ
スすることであって、前記符号化されたビデオビットストリームが複数のアクセスユニッ
トを含み、第1のアクセスユニットがシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニット
を含み、第2のアクセスユニットがイントラランダムアクセスポイントピクチャを含み、
前記第1のアクセスユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットで
ある、アクセスすることと、
　　復号が前記第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるべきであることを示す値
であるものとして再初期化フラグを導出することであって、前記第2のアクセスユニット
が、前記第1のアクセスユニットの前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニッ
トの後にある復号順序において前記次の後続のアクセスユニットであることに基づいて、
前記再初期化フラグが前記値であるものとして導出される、導出することと、
　　前記再初期化フラグの前記値に基づいて前記第2のアクセスユニットにおいて復号を
再初期化することとを行うように構成される、装置。
【請求項１０】
　前記第2のアクセスユニットが、前記第1のアクセスユニットの前記シーケンス終了ネッ
トワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において前記次の後続のアクセスユニ
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ットであることに基づいて、前記プロセッサが、前記第2のアクセスユニットにおいて前
記複数のレイヤの各々の復号を再初期化するように構成される、請求項9に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第1のアクセスユニットが前記符号化されたビデオビットストリームのベースレイ
ヤ中の前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを含み、前記第2のアクセ
スユニットが前記ベースレイヤ中の前記イントラランダムアクセスポイントピクチャを含
み、前記第2のアクセスユニットが前記ベースレイヤ中の前記イントラランダムアクセス
ポイントピクチャを含むこと、および前記第1のアクセスユニットの前記シーケンス終了
ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において前記次の後続のアクセス
ユニットであることに基づいて、復号が前記第2のアクセスユニットにおいて再初期化さ
れる、請求項9に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第2のアクセスユニットの前記イントラランダムアクセスポイントピクチャが、瞬
時復号リフレッシュピクチャまたはクリーンランダムアクセスピクチャの少なくとも1つ
または複数を含む、請求項9に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第2のアクセスユニットのフラグが、前記第2のアクセスユニットが、前記第1のア
クセスユニットの前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号
順序において前記次の後続のアクセスユニットであるとき、ある値に設定され、前記値が
、前記復号が前記第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるべきであることを示す
、請求項9に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第2のアクセスユニットにおいて前記復号を再初期化することが、前記第2のアクセ
スユニットと関連付けられる、1つまたは複数のランダムアクセススキップ先行ピクチャ
、または、1つまたは複数のクロスレイヤランダムアクセススキップ先行ピクチャを廃棄
することを含む、請求項9に記載の装置。
【請求項１５】
　ビデオデータを処理する方法であって、
　複数のレイヤを備える第1の符号化されたビデオビットストリームを取得するステップ
であって、前記第1の符号化されたビデオビットストリームが複数のアクセスユニットを
含む、ステップと、
　複数のレイヤを備える第2の符号化されたビデオビットストリームを取得するステップ
であって、前記第2の符号化されたビデオビットストリームが複数のアクセスユニットを
含む、ステップと、
　前記第1の符号化されたビデオビットストリーム中のアクセスユニットを前記第2の符号
化されたビデオビットストリーム中のアクセスユニットと組み合わせることによって、お
よび、シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを前記第1の符号化されたビデ
オビットストリームの第1のアクセスユニットに挿入することによって、第3の符号化され
たビデオビットストリームを生成するステップであって、前記第2の符号化されたビデオ
ビットストリームの第2のアクセスユニットが、イントラランダムアクセスポイントピク
チャを含み、前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを伴う前記第1のア
クセスユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットである、ステッ
プと、
　前記第3の符号化されたビデオビットストリームを送信するステップであって、前記第1
のアクセスユニットの前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある
復号順序において前記次の後続のアクセスユニットである前記第2のアクセスユニットが
、前記第3の符号化されたビデオビットストリームの復号が前記第2のアクセスユニットに
おいて再初期化されるようにする、ステップと、
　を備え、前記第2のアクセスユニットのフラグが、前記第2のアクセスユニットが、前記
第1のアクセスユニットの前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後に
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ある復号順序において前記次の後続のアクセスユニットであるとき、ある値に設定され、
前記値が、前記復号が前記第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるべきであるこ
とを示す、方法。
【請求項１６】
　前記第3の符号化されたビデオビットストリームが復号されるべきであると決定するス
テップであって、前記第3の符号化されたビデオビットストリームが、前記第1のアクセス
ユニット以前の前記第1の符号化されたビデオビットストリーム中の前記アクセスユニッ
トと、続いて、前記第2のアクセスユニット以後の前記第2の符号化されたビデオビットス
トリーム中の前記アクセスユニットとを含む、ステップと、
　前記第2の符号化されたビデオビットストリームの復号が、前記イントラランダムアク
セスポイントピクチャを含む前記第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるべきで
あると決定するステップと、
　前記第1のアクセスユニット以前の前記第1の符号化されたビデオビットストリーム中の
前記アクセスユニットを、前記第2のアクセスユニット以降の前記第2の符号化されたビデ
オビットストリーム中の前記アクセスユニットと組み合わせることによって、および、前
記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを前記第1のアクセスユニットに挿
入することによって、前記第3の符号化されたビデオビットストリームを生成するステッ
プとをさらに備える、請求項15に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第1の符号化されたビデオビットストリームおよび前記第2の符号化されたビデオビ
ットストリームが、同じ符号化されたビデオビットストリームの一部であり、前記第2の
アクセスユニットが、前記同じ符号化されたビデオビットストリームにおいて前記第1の
アクセスユニットの後にある復号順序において後続のアクセスユニットである、請求項15
に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第3の符号化されたビデオビットストリームの複数のレイヤの各レイヤの復号が、
前記第2のアクセスユニットが、前記第1のアクセスユニットの前記シーケンス終了ネット
ワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において前記次の後続のアクセスユニッ
トであることに基づいて、前記第2のアクセスユニットにおいて再初期化される、請求項1
5に記載の方法。
【請求項１９】
　前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットが前記第3の符号化されたビデ
オビットストリームのベースレイヤ中の前記第1のアクセスユニットに挿入され、前記第2
のアクセスユニットが前記ベースレイヤ中の前記イントラランダムアクセスポイントピク
チャを含み、前記ベースレイヤ中の前記イントラランダムアクセスポイントピクチャを含
み、前記第1のアクセスユニットの前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニッ
トの後にある復号順序において前記次の後続のアクセスユニットである、前記第2のアク
セスユニットが、前記第3の符号化されたビデオビットストリームの復号が前記第2のアク
セスユニットにおいて再初期化されるようにする、請求項15に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第2のアクセスユニットの前記イントラランダムアクセスポイントピクチャが、瞬
時復号リフレッシュピクチャを含む、請求項15に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第2のアクセスユニットの前記イントラランダムアクセスポイントピクチャが、ク
リーンランダムアクセスピクチャを含む、請求項15に記載の方法。
【請求項２２】
　前記フラグがNoClrasOutputFlagを含み、前記値が1という値である、請求項15に記載の
方法。
【請求項２３】
　前記第2のアクセスユニットにおいて前記復号を再初期化するステップが、前記第2のア
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クセスユニットと関連付けられる、1つまたは複数のランダムアクセススキップ先行ピク
チャ、または、1つまたは複数のクロスレイヤランダムアクセススキップ先行ピクチャを
廃棄するステップを含む、請求項15に記載の方法。
【請求項２４】
　ビデオデータを記憶するように構成されるメモリと、
　プロセッサであって、
　　前記メモリから複数のレイヤを備える第1の符号化されたビデオビットストリームを
取得することであって、前記第1の符号化されたビデオビットストリームが複数のアクセ
スユニットを含む、取得することと、
　　前記メモリから複数のレイヤを備える第2の符号化されたビデオビットストリームを
取得することであって、前記第2の符号化されたビデオビットストリームが複数のアクセ
スユニットを含む、取得することと、
　　前記第1の符号化されたビデオビットストリーム中のアクセスユニットを前記第2の符
号化されたビデオビットストリーム中のアクセスユニットと組み合わせることによって、
および、シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを前記第1の符号化されたビ
デオビットストリームの第1のアクセスユニットに挿入することによって、第3の符号化さ
れたビデオビットストリームを生成することであって、前記第2の符号化されたビデオビ
ットストリームの第2のアクセスユニットが、イントラランダムアクセスポイントピクチ
ャを含み、前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを伴う前記第1のアク
セスユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットである、生成する
ことと
　を行うように構成されるプロセッサと、
　前記第3の符号化されたビデオビットストリームを送信するように構成される送信機で
あって、前記第1のアクセスユニットの前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユ
ニットの後にある復号順序において前記次の後続のアクセスユニットである前記第2のア
クセスユニットが、前記第3の符号化されたビデオビットストリームの復号が前記第2のア
クセスユニットにおいて再初期化されるようにする、送信機と、
　を備え、前記第2のアクセスユニットのフラグが、前記第2のアクセスユニットが、前記
第1のアクセスユニットの前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後に
ある復号順序において前記次の後続のアクセスユニットであるとき、ある値に設定され、
前記値が、前記復号が前記第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるべきであるこ
とを示す、装置。
【請求項２５】
　前記プロセッサが、
　前記第3の符号化されたビデオビットストリームが復号されるべきであると決定するこ
とであって、前記第3の符号化されたビデオビットストリームが、前記第1のアクセスユニ
ット以前の前記第1の符号化されたビデオビットストリーム中の前記アクセスユニットと
、続いて、前記第2のアクセスユニット以後の前記第2の符号化されたビデオビットストリ
ーム中の前記アクセスユニットとを含む、決定することと、
　前記第2の符号化されたビデオビットストリームの復号が、前記イントラランダムアク
セスポイントピクチャを含む前記第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるべきで
あると決定することと、
　前記第1のアクセスユニット以前の前記第1の符号化されたビデオビットストリーム中の
前記アクセスユニットを、前記第2のアクセスユニット以降の前記第2の符号化されたビデ
オビットストリーム中の前記アクセスユニットと組み合わせることによって、および、前
記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを前記第1のアクセスユニットに挿
入することによって、前記第3の符号化されたビデオビットストリームを生成することと
　を行うように構成される、請求項24に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第1の符号化されたビデオビットストリームおよび前記第2の符号化されたビデオビ
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ットストリームが、同じ符号化されたビデオビットストリームであり、前記第2のアクセ
スユニットが、前記同じ符号化されたビデオビットストリームにおいて前記第1のアクセ
スユニットの後にある復号順序において後続のアクセスユニットである、請求項24に記載
の装置。
【請求項２７】
　前記第3の符号化されたビデオビットストリームの複数のレイヤの各レイヤの復号が、
前記第2のアクセスユニットが、前記第1のアクセスユニットの前記シーケンス終了ネット
ワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において前記次の後続のアクセスユニッ
トであることに基づいて、前記第2のアクセスユニットにおいて再初期化される、請求項2
4に記載の装置。
【請求項２８】
　前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットが前記第3の符号化されたビデ
オビットストリームのベースレイヤ中の前記第1のアクセスユニットに挿入され、前記第2
のアクセスユニットが前記ベースレイヤ中の前記イントラランダムアクセスポイントピク
チャを含み、前記ベースレイヤ中の前記イントラランダムアクセスポイントピクチャを含
み、前記第1のアクセスユニットの前記シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニッ
トの後にある復号順序において前記次の後続のアクセスユニットである、前記第2のアク
セスユニットが、前記第3の符号化されたビデオビットストリームの復号が前記第2のアク
セスユニットにおいて再初期化されるようにする、請求項24に記載の装置。
【請求項２９】
　前記第2のアクセスユニットの前記イントラランダムアクセスポイントピクチャが、瞬
時復号リフレッシュピクチャまたはクリーンランダムアクセスピクチャの少なくとも1つ
または複数を含む、請求項24に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般には、ビデオコーディングに関し、より詳細には、シーケンス終了ネッ
トワーク抽象化レイヤユニットを使用してビデオコーディングを改善するための技法およ
びシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くのデバイスおよびシステムは、ビデオデータが消費のために処理され出力されるこ
とを可能にする。デジタルビデオデータは、消費者およびビデオ提供者の要求を満たすた
めに大量のデータを含む。たとえば、ビデオデータの消費者は、高い忠実度、解像度、フ
レームレートなどを有する、最高品質のビデオを望む。結果として、これらの要求を満た
すことが求められる大量のビデオデータは、通信ネットワークと、ビデオデータを処理し
記憶するデバイスとに負担をかける。
【０００３】
　ビデオデータを圧縮するために、様々なビデオコーディング技法が使用され得る。1つ
または複数のビデオコーディング規格に従って、ビデオコーディングが実行される。たと
えば、ビデオコーディング規格には、高効率ビデオコーディング(HEVC)、アドバンストビ
デオコーディング(AVC)、ムービングピクチャエキスパートグループ(MPEG)コーディング
などがある。様々なコーディングは一般に、ビデオ画像またはビデオシーケンスに存在す
る冗長性を活用する方法(たとえば、インター予測、イントラ予測など)を利用する。ビデ
オコーディング技法の重要な目標は、より低いビットレートを使用する形式へとビデオデ
ータを圧縮しながら、ビデオ品質の劣化を回避するまたは最小限にすることである。進化
し続けるビデオサービスが利用可能になるにつれて、コーディング効率がより高い符号化
技法が必要とされる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
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【０００４】
【非特許文献１】HEVCドラフト仕様、http://phenix.it-sudparis.eu/jct/doc_end_user/
documents/17_Valencia/wg11/JCTVC-Q1003-v1.zip
【非特許文献２】MV-HEVCのワーキングドラフト、http://phenix.it-sudparis.eu/jct2/d
oc_end_user/documents/8_Valencia/wg11/JCT3V-H1002-v5.zip
【非特許文献３】SHVCのワーキングドラフト、http://phenix.it-sudparis.eu/jct/doc_e
nd_user/documents/17_Valencia/wg11/JCTVC-Q1008-v2.zip
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　いくつかの実施形態では、シーケンス終了(EOS)ネットワーク抽象化レイヤ(NAL)ユニッ
トを使用してビデオコーディングを改善するための、技法およびシステムが説明される。
ビットストリームは、一連の1つまたは複数のコーディングされたビデオシーケンスであ
る。コーディングされたビデオシーケンス(CVS)は、ベースレイヤ中のランダムアクセス
ポイントピクチャを格納し(適用例において後で詳述されるような)ある特性を伴うアクセ
スユニットから、ベースレイヤ中のランダムアクセスポイントピクチャを格納しある特性
を伴う次のアクセスユニットの直前までの、一連のアクセスユニットを含む。アクセスユ
ニット(AU)は、1つまたは複数のコーディングされたピクチャと、同じ出力時間を共有す
るコーディングされたピクチャに対応する制御情報とを含む。EOS NALユニットは、コー
ディングされたビデオシーケンスの終了を示す、ビットストリーム中のNALユニットであ
る。たとえば、EOS NALユニットは、NALユニットが所与のCVSの最後のNALユニットである
ことを示し得る。別の例では、EOS NALユニットは、NALユニットがCVSのレイヤの最後のN
ALユニットであることを示し得る。AUの復号が、EOS NALユニットを格納するAUに後続す
るAUから再初期化されるように、復号プロセスを修正するための実施形態が、本明細書に
おいて説明される。
【０００６】
　シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを使用してビデオコーディングを改
善する少なくとも一例によれば、複数のレイヤを備える符号化されたビデオビットストリ
ームにアクセスするステップを含む、ビデオデータを復号する方法が提供される。符号化
されたビデオビットストリームは、複数のアクセスユニットを含む。第1のアクセスユニ
ットはシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを含み、第2のアクセスユニッ
トはイントラランダムアクセスポイントピクチャを含み、第1のアクセスユニットの後に
ある復号順序において次の後続のアクセスユニットである。方法はさらに、第2のアクセ
スユニットが、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニ
ットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットであることに基づいて、第
2のアクセスユニットにおいて復号を再初期化するステップを含む。
【０００７】
　別の例では、ビデオデータを記憶するように構成されるメモリとプロセッサとを含む装
置が提供される。プロセッサは、メモリから複数のレイヤを備える符号化されたビデオビ
ットストリームにアクセスするように構成され、アクセスすることができる。符号化され
たビデオビットストリームは複数のアクセスユニットを含み、第1のアクセスユニットは
シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを含み、第2のアクセスユニットはイ
ントラランダムアクセスポイントピクチャを含む。第2のアクセスユニットは、第1のアク
セスユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットである。プロセッ
サはさらに、第2のアクセスユニットが、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネット
ワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットで
あることに基づいて、第2のアクセスユニットにおいて復号を再初期化するように構成さ
れ、再初期化することができる。
【０００８】
　別の例では、複数のレイヤを備える符号化されたビデオビットストリームにアクセスす
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るステップであって、符号化されたビデオビットストリームが複数のアクセスユニットを
含み、第1のアクセスユニットがシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを含
み、第2のアクセスユニットがイントラランダムアクセスポイントピクチャを含み、第1の
アクセスユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットである、ステ
ップと、第2のアクセスユニットが、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワー
ク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットである
ことに基づいて、第2のアクセスユニットにおいて復号を再初期化するステップとを含む
方法を、プロセッサによって実行されると実行する命令を記憶した、コンピュータ可読媒
体が提供される。
【０００９】
　別の例では、複数のレイヤを備える符号化されたビデオビットストリームにアクセスす
るための手段を含む装置が提供され、符号化されたビデオビットストリームは複数のアク
セスユニットを含み、第1のアクセスユニットはシーケンス終了ネットワーク抽象化レイ
ヤユニットを含み、第2のアクセスユニットはイントラランダムアクセスポイントピクチ
ャを含み、第1のアクセスユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニ
ットである。装置はさらに、第2のアクセスユニットが、第1のアクセスユニットのシーケ
ンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において次の後続のアク
セスユニットであることに基づいて、第2のアクセスユニットにおいて復号を再初期化す
るための手段を含む。
【００１０】
　ビデオデータを復号するための上で説明された方法、装置、およびコンピュータ可読媒
体はさらに、第2のアクセスユニットが、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネット
ワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットで
あることに基づいて、第2のアクセスユニットにおいて複数のレイヤの各々の復号を再初
期化するステップを含み得る。
【００１１】
　いくつかの態様では、第1のアクセスユニットは、符号化されたビデオビットストリー
ムのベースレイヤ中のシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを含み、第2の
アクセスユニットは、ベースレイヤ中のイントラランダムアクセスポイントピクチャを含
む。第2のアクセスユニットが、ベースレイヤ中にあり、かつ、第1のアクセスユニットの
シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において次の後続
のアクセスユニットであることに基づいて、復号が第2のアクセスユニットにおいて再初
期化される。
【００１２】
　いくつかの態様では、第2のアクセスユニットのイントラランダムアクセスポイントピ
クチャは、瞬時復号リフレッシュピクチャを含む。いくつかの態様では、第2のアクセス
ユニットのイントラランダムアクセスポイントピクチャは、クリーンランダムアクセスピ
クチャを含む。
【００１３】
　いくつかの態様では、第2のアクセスユニットのフラグは、第2のアクセスユニットが、
第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある
復号順序において次の後続のアクセスユニットであるとき、ある値に設定される。この値
は、復号が第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるべきであることを示す。いく
つかの例では、このフラグはNoClrasOutputFlagを含み、この値は1という値である。
【００１４】
　いくつかの態様では、第2のアクセスユニットにおいて復号を再初期化するステップは
、第2のアクセスユニットと関連付けられる、1つまたは複数のランダムアクセススキップ
先行ピクチャ(random access skipped leading picture)、または、1つまたは複数のクロ
スレイヤランダムアクセススキップ先行ピクチャ(cross-layer random access skipped l
eading picture)を廃棄するステップを含む。
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【００１５】
　シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを使用してビデオコーディングを改
善する別の例では、複数のレイヤを備える第1の符号化されたビデオビットストリームを
取得するステップを含む、ビデオデータを処理する方法が提供される。第1の符号化され
たビデオビットストリームは、複数のアクセスユニットを含む。方法はさらに、複数のレ
イヤを備える第2の符号化されたビデオビットストリームを取得するステップを含む。第2
の符号化されたビデオビットストリームは、複数のアクセスユニットを含む。方法はさら
に、第1の符号化されたビデオビットストリーム中のアクセスユニットを第2の符号化され
たビデオビットストリーム中のアクセスユニットと組み合わせることによって、および、
シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを第1の符号化されたビデオビットス
トリームの第1のアクセスユニットに挿入することによって、第3の符号化されたビデオビ
ットストリームを生成するステップを含む。第2の符号化されたビデオビットストリーム
の第2のアクセスユニットは、イントラランダムアクセスポイントピクチャを含み、シー
ケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを伴う第1のアクセスユニットの後にある
復号順序において次の後続のアクセスユニットである。方法はさらに、第3の符号化され
たビデオビットストリームを送信するステップを含む。第3の符号化されたビデオビット
ストリームの復号は、第2のアクセスユニットが、第1のアクセスユニットのシーケンス終
了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユ
ニットであることに基づいて、第2のアクセスユニットにおいて再初期化される。
【００１６】
　別の例では、ビデオデータを記憶するように構成されるメモリとプロセッサとを含む装
置が提供される。プロセッサは、メモリから複数のレイヤを備える第1の符号化されたビ
デオビットストリームを取得するように構成され、取得することができる。第1の符号化
されたビデオビットストリームは、複数のアクセスユニットを含む。プロセッサはさらに
、メモリから複数のレイヤを備える第2の符号化されたビデオビットストリームを取得す
るように構成され、取得することができる。第2の符号化されたビデオビットストリーム
は、複数のアクセスユニットを含む。プロセッサはさらに、第1の符号化されたビデオビ
ットストリーム中のアクセスユニットを第2の符号化されたビデオビットストリーム中の
アクセスユニットと組み合わせることによって、および、シーケンス終了ネットワーク抽
象化レイヤユニットを第1の符号化されたビデオビットストリームの第1のアクセスユニッ
トに挿入することによって、第3の符号化されたビデオビットストリームを生成するよう
に構成され、生成することができる。第2の符号化されたビデオビットストリームの第2の
アクセスユニットは、イントラランダムアクセスポイントピクチャを含み、シーケンス終
了ネットワーク抽象化レイヤユニットを伴う第1のアクセスユニットの後にある復号順序
において次の後続のアクセスユニットである。装置はさらに送信機を含む。送信機は、第
3の符号化されたビデオビットストリームを送信するように構成され、送信することがで
きる。第3の符号化されたビデオビットストリームの復号は、第2のアクセスユニットが、
第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある
復号順序において次の後続のアクセスユニットであることに基づいて、第2のアクセスユ
ニットにおいて再初期化される。
【００１７】
　別の例では、複数のレイヤを備える第1の符号化されたビデオビットストリームを取得
するステップであって、第1の符号化されたビデオビットストリームが複数のアクセスユ
ニットを含む、ステップと、複数のレイヤを備える第2の符号化されたビデオビットスト
リームを取得するステップであって、第2の符号化されたビデオビットストリームが複数
のアクセスユニットを含む、ステップと、第1の符号化されたビデオビットストリーム中
のアクセスユニットを第2の符号化されたビデオビットストリーム中のアクセスユニット
と組み合わせることによって、および、シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニッ
トを第1の符号化されたビデオビットストリームの第1のアクセスユニットに挿入すること
によって、第3の符号化されたビデオビットストリームを生成するステップであって、第2
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の符号化されたビデオビットストリームの第2のアクセスユニットが、イントラランダム
アクセスポイントピクチャを含み、シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを
伴う第1のアクセスユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットで
ある、ステップと、第3の符号化されたビデオビットストリームを送信するステップであ
って、第3の符号化されたビデオビットストリームの復号が、第2のアクセスユニットが、
第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある
復号順序において次の後続のアクセスユニットであることに基づいて、第2のアクセスユ
ニットにおいて再初期化される、ステップとを含む方法を、プロセッサによって実行され
ると実行する命令を記憶した、コンピュータ可読媒体が提供される。
【００１８】
　別の例では、複数のレイヤを備える第1の符号化されたビデオビットストリームを取得
するための手段を含む装置が提供され、第1の符号化されたビデオビットストリームは複
数のアクセスユニットを含む。装置はさらに、複数のレイヤを備える第2の符号化された
ビデオビットストリームを取得するための手段を含み、第2の符号化されたビデオビット
ストリームは複数のアクセスユニットを含む。装置はさらに、第1の符号化されたビデオ
ビットストリーム中のアクセスユニットを第2の符号化されたビデオビットストリーム中
のアクセスユニットと組み合わせることによって、および、シーケンス終了ネットワーク
抽象化レイヤユニットを第1の符号化されたビデオビットストリームの第1のアクセスユニ
ットに挿入することによって、第3の符号化されたビデオビットストリームを生成するた
めの手段を含み、第2の符号化されたビデオビットストリームの第2のアクセスユニットは
、イントラランダムアクセスポイントピクチャを含み、シーケンス終了ネットワーク抽象
化レイヤユニットを伴う第1のアクセスユニットの後にある復号順序において次の後続の
アクセスユニットである。装置はさらに、第3の符号化されたビデオビットストリームを
送信するための手段を含み、第3の符号化されたビデオビットストリームの復号は、第2の
アクセスユニットが、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワーク抽象化レイ
ヤユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットであることに基づい
て、第2のアクセスユニットにおいて再初期化される。
【００１９】
　ビデオデータを処理するための上で説明された方法、装置、およびコンピュータ可読媒
体はさらに、第3の符号化されたビデオビットストリームが復号されるべきであると決定
するステップを含んでよく、第3の符号化されたビデオビットストリームは、第1のアクセ
スユニット以前の第1の符号化されたビデオビットストリーム中のアクセスユニットと、
続いて、第2のアクセスユニット以後の第2の符号化されたビデオビットストリーム中のア
クセスユニットとを含む。方法、装置、およびコンピュータ可読媒体はさらに、第2の符
号化されたビデオビットストリームの復号が、イントラランダムアクセスポイントピクチ
ャを含む第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるべきであると決定するステップ
と、第1のアクセスユニット以前の第1の符号化されたビデオビットストリーム中のアクセ
スユニットを、第2のアクセスユニット以降の第2の符号化されたビデオビットストリーム
中のアクセスユニットと組み合わせることによって、および、シーケンス終了ネットワー
ク抽象化レイヤユニットを第1のアクセスユニットに挿入することによって、第3の符号化
されたビデオビットストリームを生成するステップとを含む。
【００２０】
　いくつかの態様では、第1の符号化されたビデオビットストリームおよび第2の符号化さ
れたビデオビットストリームは、同じ符号化されたビデオビットストリームであり、第2
のアクセスユニットは、同じ符号化されたビデオビットストリームにおいて第1のアクセ
スユニットの後にある復号順序において後続のアクセスユニットである。
【００２１】
　いくつかの態様では、第3の符号化されたビデオビットストリームの複数のレイヤの各
レイヤの復号は、第2のアクセスユニットが、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネ
ットワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニッ
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トであることに基づいて、第2のアクセスユニットにおいて再初期化される。
【００２２】
　いくつかの態様では、シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットは、第3の符
号化されたビデオビットストリームのベースレイヤ中の第1のアクセスユニットに挿入さ
れ、第2のアクセスユニットは、ベースレイヤ中のイントラランダムアクセスポイントピ
クチャを含む。第2のアクセスユニットが、ベースレイヤ中にあり、かつ、第1のアクセス
ユニットのシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序におい
て次の後続のアクセスユニットであることに基づいて、復号が第2のアクセスユニットに
おいて再初期化される。
【００２３】
　いくつかの態様では、第2のアクセスユニットのイントラランダムアクセスポイントピ
クチャは、瞬時復号リフレッシュピクチャを含む。いくつかの態様では、第2のアクセス
ユニットのイントラランダムアクセスポイントピクチャは、クリーンランダムアクセスピ
クチャを含む。
【００２４】
　いくつかの態様では、第2のアクセスユニットのフラグは、第2のアクセスユニットが、
第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある
復号順序において次の後続のアクセスユニットであるとき、ある値に設定される。この値
は、復号が第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるべきであることを示す。いく
つかの例では、このフラグはNoClrasOutputFlagを含み、この値は1という値である。
【００２５】
　いくつかの態様では、第2のアクセスユニットにおいて復号を再初期化するステップは
、第2のアクセスユニットと関連付けられる、1つまたは複数のランダムアクセススキップ
先行ピクチャ(random access skipped leading picture)、または、1つまたは複数のクロ
スレイヤランダムアクセススキップ先行ピクチャ(cross-layer random access skipped l
eading picture)を廃棄するステップを含む。
【００２６】
　この発明の概要は、特許請求される主題の主要なまたは本質的な特徴を特定することを
意図しておらず、特許請求される主題の範囲を決定するために単独で使用されることも意
図していない。この主題は、本特許出願全体、任意のまたはすべての図面、および各請求
項の適切な部分を参照することによって理解されるべきである。
【００２７】
　前述の特徴および実施形態は、他の特徴および実施形態とともに、以下の明細書、請求
項、および添付の図面を参照するとより明らかになるであろう。
【００２８】
　本発明の説明のための実施形態が、次の図面を参照して以下で詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】いくつかの実施形態による、符号化デバイスおよび復号デバイスの例を示すブロ
ック図である。
【図２】いくつかの実施形態による、符号化されたビデオビットストリームのピクチャの
例の図である。
【図３】いくつかの実施形態による、符号化されたビデオビットストリームのアクセスユ
ニットの例の図である。
【図４】いくつかの実施形態による、符号化されたビデオビットストリームのアクセスユ
ニットの別の例の図である。
【図５】いくつかの実施形態による、符号化されたビデオビットストリームのアクセスユ
ニットの別の例の図である。
【図６】いくつかの実施形態による、シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニット
を用いてビデオデータを復号するプロセスのある実施形態を示すフローチャートである。
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【図７】いくつかの実施形態による、シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニット
を使用してビデオデータを処理するプロセスのある実施形態を示すフローチャートである
。
【図８】いくつかの実施形態による、符号化されたビデオビットストリームのアクセスユ
ニットの例の図である。
【図９】いくつかの実施形態による、例示的なビデオ符号化デバイスを示すブロック図で
ある。
【図１０】いくつかの実施形態による、例示的なビデオ復号デバイスを示すブロック図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本開示のいくつかの態様および実施形態が以下で与えられる。これらの態様および実施
形態の一部は独立に適用されてよく、それらの一部は当業者には明らかなように組合せで
適用されてよい。以下の説明では、説明の目的で、本発明の実施形態の完全な理解をもた
らすために、具体的な詳細が記載される。しかしながら、様々な実施形態は、これらの具
体的な詳細を伴わずに実践され得ることが明らかであろう。図面および説明は、限定的で
あることを意図していない。
【００３１】
　以下の説明は例示的な実施形態のみを与え、本開示の範囲、適用性、または構成を限定
することを意図していない。むしろ、例示的な実施形態の以下の説明は、例示的な実施形
態を実装するのに役立つ説明を当業者に与える。添付の特許請求の範囲に記載される本発
明の趣旨および範囲から逸脱することなく、要素の機能および構成に様々な変更が行われ
得ることを理解されたい。
【００３２】
　実施形態の完全な理解をもたらすために、以下の説明において具体的な詳細が与えられ
ている。しかしながら、実施形態がこれらの具体的な詳細を伴わずに実践され得ることが
、当業者によって理解されよう。たとえば、不必要な詳細によって実施形態を不明瞭にし
ないように、回路、システム、ネットワーク、プロセス、および他のコンポーネントは、
ブロック図の形式のコンポーネントとして示され得る。他の事例では、実施形態を不明瞭
することを避けるために、周知の回路、プロセス、アルゴリズム、構造、および技法は、
不要な詳細を伴わずに示され得る。
【００３３】
　また、個々の実施形態は、フローチャート、フロー図、データフロー図、構造図または
ブロック図として描かれているプロセスとして記述され得ることに留意されたい。フロー
チャートは、動作を逐次プロセスとして説明し得るが、動作の多くは、並列にすなわち同
時に実行され得る。加えて、動作の順序は並べ替えられ得る。プロセスは、動作が完了す
ると終了されるが、図面に含まれない追加のステップを有し得る。プロセスは、方法、関
数、プロシージャ、サブルーチン、サブプログラムなどに相当し得る。プロセスが関数に
相当するとき、その終了は、その関数が呼出し関数またはメイン関数に戻ることに相当し
得る。
【００３４】
　「コンピュータ可読媒体」という用語は、限定はされないが、ポータブルまたは非ポー
タブル記憶デバイス、光記憶デバイス、ならびに、命令および/またはデータを記憶する
、格納する、または搬送することが可能な様々な他の媒体を含む。データが記憶されるこ
とが可能であり、ワイヤレスに、または有線接続を通じて伝播する搬送波および/または
一時的な電気信号を含まない非一時的媒体を、コンピュータ可読媒体は含み得る。非一時
的媒体の例は、限定はされないが、磁気ディスクまたはテープ、コンパクトディスク(CD)
またはデジタル多目的ディスク(DVD)のような光学記憶媒体、フラッシュメモリ、メモリ
またはメモリデバイスを含み得る。コンピュータ可読媒体は、プロシージャ、関数、サブ
プログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソフトウェアパッケー
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ジ、クラス、または命令、データ構造もしくはプログラムステートメントの任意の組合せ
を表し得るコードおよび/または機械実行可能命令を記憶していてよい。コードセグメン
トは、情報、データ、引数、パラメータ、もしくはメモリ内容を渡すことおよび/または
受け取ることによって、別のコードセグメントまたはハードウェア回路に結合され得る。
情報、引数、パラメータ、データなどは、メモリ共有、メッセージパッシング、トークン
パッシング、ネットワーク送信などを含む、任意の適切な手段を介して渡されてよく、転
送されてよく、または送信されてよい。
【００３５】
　さらに、実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、
マイクロコード、ハードウェア記述言語、またはこれらの任意の組合せによって実装され
得る。ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、またはマイクロコードで実装され
るとき、必要なタスク(たとえば、コンピュータプログラム製品)を実行するためのプログ
ラムコードまたはコードセグメントが、コンピュータ可読媒体または機械可読媒体に記憶
され得る。プロセッサは、必要なタスクを実行することができる。
【００３６】
　ビデオエンコーダ、デコーダ、および他のコーディング処理デバイスを使用するビデオ
コーディングのいくつかのシステムおよび方法が、本明細書において説明される。たとえ
ば、コーディングの1つまたは複数のシステムおよび方法は、高効率ビデオコーディング(
HEVC)規格を使用して動作するコーデックなどの、マルチレイヤコーデックにおけるシー
ケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの仕様を改善するコーディングのシステム
および方法を対象とする。
【００３７】
　消費者がデジタルビデオデータを消費することをより多くのデバイスおよびシステムが
可能にするにつれて、効率的なビデオコーディング技法の必要性がますます重要になって
いる。デジタルビデオデータ中に存在する大量のデータを扱うのに必要な記憶と送信の要
件を下げるために、ビデオコーディングが必要とされる。様々なビデオコーディング技法
が、より低いビットレートを使用する形式へとビデオデータを圧縮しながら、高いビデオ
品質を維持するために使用され得る。
【００３８】
　図1は、符号化デバイス104および復号デバイス112を含むシステム100の例を示すブロッ
ク図である。符号化デバイス104はソースデバイスの一部であってよく、復号デバイス112
は受信デバイスの一部であってよい。ソースデバイスおよび/または受信デバイスは、携
帯電話ハンドセットもしくは固定電話ハンドセット(たとえば、スマートフォン、携帯電
話など)、デスクトップコンピュータ、ラップトップコンピュータもしくはノートブック
コンピュータ、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、テレビジョン、カメラ
、ディスプレイデバイス、デジタルメディアプレーヤー、ビデオゲームコンソール、ビデ
オストリーミングデバイス、または任意の他の適切な電子デバイスなどの、電子デバイス
を含み得る。いくつかの例では、ソースデバイスおよび受信デバイスは、ワイヤレス通信
のための1つまたは複数のワイヤレス送受信機を含み得る。本明細書において説明される
コーディング技法は、ストリーミングビデオ送信(たとえば、インターネットを通じた)、
テレビジョン放送もしくは送信、データ記憶媒体への記憶のためのデジタルビデオの符号
化、データ記憶媒体に記憶されているデジタルビデオの復号、または他の適用例を含む、
様々なマルチメディア適用例におけるビデオコーディングに適用可能である。いくつかの
例では、システム100は、ビデオ会議、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロ
ードキャスティング、ゲーム、および/またはビデオ電話などの適用例をサポートするた
めに、一方向または双方向のビデオ送信をサポートすることができる。
【００３９】
　符号化デバイス104(またはエンコーダ)は、ビデオコーディング規格またはプロトコル
を使用してビデオデータを符号化し、符号化されたビデオビットストリームを生成するた
めに使用され得る。ビデオコーディング規格には、ITU-T H.261、ISO/IEC MPEG-1 Visual
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、ITU-T H.262またはISO/IEC MPEG-2 Visual、ITU-T H.263、ISO/IEC MPEG-4 Visual、お
よび、そのスケーラブルビデオコーディング(SVC)拡張とマルチビュービデオコーディン
グ(MVC)拡張とを含むITU-T H.264(ISO/IEC MPEG-4 AVCとしても知られる)が含まれる。よ
り新しいビデオコーディング規格、すなわち高効率ビデオコーディング(HEVC)が、ITU-T
ビデオコーディングエキスパートグループ(VCEG)およびISO/IECモーションピクチャエキ
スパートグループ(MPEG)のビデオコーディング共同研究部会(JCT-VC)によって完成された
。MV-HEVCと呼ばれるHEVCに対するマルチビュー拡張、SHVCと呼ばれるHEVCに対するスケ
ーラブル拡張、または任意の他の適切なコーディングプロトコルを含む、HEVCに対する様
々な拡張が、マルチレイヤビデオコーディングを扱い、同様にJCT-VCによって開発されて
いる。HEVCドラフト仕様は、http://phenix.it-sudparis.eu/jct/doc_end_user/document
s/17_Valencia/wg11/JCTVC-Q1003-v1.zipから入手可能である。MV-HEVCのワーキングドラ
フトは、http://phenix.it-sudparis.eu/jct2/doc_end_user/documents/8_Valencia/wg11
/JCT3V-H1002-v5.zipから入手可能である。SHVCのワーキングドラフトは、http://phenix
.it-sudparis.eu/jct/doc_end_user/documents/17_Valencia/wg11/JCTVC-Q1008-v2.zipか
ら入手可能である。
【００４０】
　本明細書において説明される多くの実施形態が、HEVC規格、またはその拡張を使用する
例を説明する。しかしながら、本明細書において説明される技法およびシステムは、AVC
、MPEG、これらの拡張、または他の適切なコーディング規格などの、他のコーディング規
格にも適用可能であり得る。したがって、本明細書において説明される技法およびシステ
ムは特定のビデオコーディング規格を参照して説明されることがあるが、この説明はその
特定の規格だけに当てはまると解釈されるべきではないことを当業者は理解するだろう。
【００４１】
　ビデオソース102は、ビデオデータを符号化デバイス104に提供することができる。ビデ
オソース102はソースデバイスの一部であってよく、またはソースデバイス以外のデバイ
スの一部であってよい。ビデオソース102は、ビデオキャプチャデバイス(たとえば、ビデ
オカメラ、カメラ電話、ビデオ電話など)、記憶されたビデオを格納するビデオアーカイ
ブ、ビデオデータを提供するビデオサーバもしくはコンテンツプロバイダ、ビデオサーバ
もしくはコンテンツプロバイダからビデオを受信するビデオフィードインターフェース、
コンピュータグラフィックスビデオデータを生成するためのコンピュータグラフィックス
システム、そのようなソースの組合せ、または任意の他の適切なビデオソースを含み得る
。
【００４２】
　ビデオソース102からのビデオデータは、1つまたは複数の入力ピクチャまたはフレーム
を含み得る。ピクチャまたはフレームは、ビデオの一部である静止画像である。符号化デ
バイス104のエンコーダエンジン106(またはエンコーダ)は、ビデオデータを符号化して、
符号化されたビデオビットストリームを生成する。いくつかの例では、符号化されたビデ
オビットストリーム(または「ビットストリーム」)は、一連の1つまたは複数のコーディ
ングされたビデオシーケンスである。コーディングされたビデオシーケンス(CVS)は、ベ
ースレイヤ中のランダムアクセスポイントピクチャを有しある特性を伴うアクセスユニッ
ト(AU)から、ベースレイヤ中のランダムアクセスポイントピクチャを有しある特性を伴う
次のAUの直前までの、一連のAUを含む。たとえば、CVSを開始するランダムアクセスポイ
ントピクチャのいくつかの特性は、1に等しいRASLフラグ(たとえば、NoRaslOutputFlag)
を含み得る。そうではない場合、ランダムアクセスポイントピクチャ(0に等しいRASLフラ
グを伴う)はCVSを開始しない。アクセスユニット(AU)は、1つまたは複数のコーディング
されたピクチャと、同じ出力時間を共有するコーディングされたピクチャに対応する制御
情報とを含む。HEVCビットストリームは、たとえば、ネットワーク抽象化レイヤ(NAL)ユ
ニットと呼ばれるデータユニットを含む1つまたは複数のCVSを含み得る。ビデオコーディ
ングレイヤ(VCL)NALユニットおよび非VCL NALユニットを含む、NALユニットの2つのクラ
スがHEVC規格に存在する。VCL NALユニットは、コーディングされたピクチャデータの1つ



(15) JP 6495342 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

のスライスまたはスライスセグメント(以下で説明される)を含み、非VCL NALユニットは
、1つまたは複数のコーディングされたピクチャに関する制御情報を含む。HEVC AUは、コ
ーディングされたピクチャデータを格納するVCL NALユニットと、(もしあれば)コーディ
ングされたピクチャデータに対応する非VCL NALユニットとを含む。
【００４３】
　NALユニットは、ビデオ中のピクチャのコーディングされた表現などの、ビデオデータ
のコーディングされた表現(たとえば、符号化されたビデオビットストリーム、ビットス
トリームのCVSなど)を形成するビットの列を格納し得る。エンコーダエンジン106は、各
ピクチャを複数のスライスへと区分することによって、ピクチャのコーディングされた表
現を生成する。スライスは他のスライスと独立であるので、スライス中の情報は、同じピ
クチャ内の他のスライスからのデータに依存することなくコーディングされる。スライス
は、独立のスライスセグメントを含む1つまたは複数のスライスセグメントと、もしあれ
ば、以前のスライスセグメントに依存する1つまたは複数の従属スライスセグメントとを
含む、1つまたは複数のスライスセグメントを含む。スライスは次いで、ルーマサンプル
およびクロマサンプルのコーディングツリーブロック(CTB)へと区分される。ルーマサン
プルのCTBおよびクロマサンプルの1つまたは複数のCTBは、サンプルのためのシンタック
スとともに、コーディングツリーユニット(CTU)と呼ばれる。CTUは、HEVC符号化のための
基本処理単位である。CTUは、可変サイズの複数のコーディングユニット(CU)へと分割さ
れ得る。CUは、コーディングブロック(CB)と呼ばれるルーマサンプルおよびクロマサンプ
ルのアレイを格納する。
【００４４】
　ルーマCBおよびクロマCBはさらに、予測ブロック(PB)へと分割され得る。PBは、インタ
ー予測のために同じ動きパラメータを使用するルーマ成分またはクロマ成分のサンプルの
ブロックである。ルーマPBおよび1つまたは複数のクロマPBは、関連するシンタックスと
ともに、予測ユニット(PU)を形成する。動きパラメータのセットは、各PUのためのビット
ストリームにおいてシグナリングされ、ルーマPBおよび1つまたは複数のクロマPBのイン
ター予測のために使用される。CBはまた、1つまたは複数の変換ブロック(TB)へと区分さ
れ得る。TBは、同じ2次元変換が予測残差信号をコーディングするために適用される色成
分のサンプルの正方形ブロックを表す。変換ユニット(TU)は、ルーマサンプルおよびクロ
マサンプルのTBと、対応するシンタックス要素とを表す。
【００４５】
　CUのサイズは、コーディングノードのサイズに対応し、形状が正方形である。たとえば
、CUのサイズは8×8のサンプル、16×16のサンプル、32×32のサンプル、64×64のサンプ
ル、または最大で対応するCTUのサイズまでの任意の他の適切なサイズであり得る。「N×
N」という語句は、垂直方向および水平方向のビデオブロックのピクセルの寸法(たとえば
、8ピクセル×8ピクセル)を指すために使用される。ブロック中のピクセルは、行および
列に配置され得る。いくつかの実施形態では、ブロックは、水平方向において垂直方向と
同じ数のピクセルを有しないことがある。CUと関連付けられたシンタックスデータは、た
とえば、1つまたは複数のPUへのCUの区分を記述し得る。区分モードは、CUがイントラ予
測モード符号化されるか、インター予測モード符号化されるかで異なり得る。PUは、形状
が非正方形であるように区分され得る。CUと関連付けられたシンタックスデータはまた、
たとえば、CTUに従った1つまたは複数のTUへのCUの区分を記述し得る。TUは、形状が正方
形または非正方形であり得る。
【００４６】
　HEVC規格によれば、変換ユニット(TU)を使用して変換が実行され得る。TUは異なるCUに
対しては異なり得る。TUは、所与のCU内のPUのサイズに基づいてサイズ決定され得る。TU
は、PUと同じサイズであることがあり、またはPUよりも小さいことがある。いくつかの例
では、CUに対応する残差サンプルは残差4分木(RQT)として知られる4分木構造を使用して
、より小さいユニットに細分され得る。RQTのリーフノードは、TUに対応し得る。TUと関
連付けられたピクセル差分値は、変換係数を生成するために変換され得る。変換係数は次
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いで、エンコーダエンジン106によって量子化され得る。
【００４７】
　ビデオデータのピクチャがCUへと区分されると、エンコーダエンジン106は、予測モー
ドを使用して各PUを予測する。予測は次いで、残差を得るために元のビデオデータから差
し引かれる(以下で説明される)。各CUに対して、予測モードはシンタックスデータを使用
してビットストリームの内部でシグナリングされ得る。予測モードは、イントラ予測(ま
たはイントラピクチャ予測)またはインター予測(またはインターピクチャ予測)を含み得
る。イントラ予測を使用して、各PUは、たとえば、PUに対する平均値を見出すためのDC予
測、平面をPUに合わせるための平面予測、近隣のデータから外挿するための方向予測、ま
たは任意の他の適切なタイプの予測を使用して、同じピクチャ中の近隣の画像データから
予測される。イントラ予測を使用すると、各PUは、(出力順序で現在のピクチャの前また
は後の)1つまたは複数の参照ピクチャ中の画像データからの動き補償予測を使用して予測
される。ピクチャ間予測またはピクチャ内予測を使用したピクチャエリアをコーディング
するかどうかの決定は、たとえば、CUレベルにおいて行われ得る。
【００４８】
　PUは、予測プロセスに関するデータを含み得る。たとえば、PUがイントラ予測を使用し
て符号化されるとき、PUは、PUのイントラ予測モードを記述するデータを含み得る。別の
例として、PUがインター予測を使用して符号化されるとき、PUは、PUの動きベクトルを定
義するデータを含み得る。PUの動きベクトルを定義するデータは、たとえば、動きベクト
ルの水平成分、動きベクトルの垂直成分、動きベクトルの分解能(たとえば、4分の1ピク
セル精度もしくは8分の1ピクセル精度)、動きベクトルが指す参照ピクチャ、および/また
は動きベクトルのための参照ピクチャリスト(たとえば、リスト0、リスト1、もしくはリ
ストC)を記述し得る。
【００４９】
　エンコーダ104は次いで、変換および量子化を実行し得る。たとえば、予測に続いて、
ビデオエンジン106は、PUに対応する残差値を計算し得る。残差値はピクセル差分値を備
え得る。予測が実行された後で残り得る任意の残差データが、ブロック変換を使用して変
換され、この変換は、離散コサイン変換、離散サイン変換、整数変換、ウェーブレット変
換、または他の適切な変換関数に基づき得る。いくつかの場合、1つまたは複数のブロッ
ク変換(たとえば、サイズ32×32、16×16、8×8、4×4など)が各CU中の残差データに適用
され得る。いくつかの実施形態では、TUは、エンコーダエンジン106によって実施される
変換と量子化のプロセスのために使用され得る。1つまたは複数のPUを有する所与のCUは
また、1つまたは複数のTUを含み得る。以下でさらに詳細に説明されるように、残差値は
、ブロック変換を使用して変換係数へと変換されてよく、次いで、エントロピーコーディ
ングのための直列化された変換係数を生成するためにTUを使用して量子化され走査されて
よい。
【００５０】
　いくつかの実施形態では、CUのPUを使用するイントラ予測コーディングまたはインター
予測コーディングに続いて、エンコーダエンジン106は、CUのTUのための残差データを計
算し得る。PUは、空間領域(またはピクセル領域)中のピクセルデータを備え得る。TUは、
ブロック変換の適用後の変換領域中の係数を備え得る。前に述べられたように、残差デー
タは、符号化されていないピクチャのピクセルと、PUに対応する予測値との間のピクセル
差分値に対応し得る。エンコーダエンジン106は、CUのための残差データを含むTUを形成
することができ、次いで、CUのための変換係数を生成するためにTUを変換することができ
る。
【００５１】
　エンコーダエンジン106は、変換係数の量子化を実行し得る。量子化は、係数を表すた
めに使用されるデータの量を減らすために変換係数を量子化することによって、さらなる
圧縮をもたらす。たとえば、量子化は、係数の一部またはすべてと関連付けられるビット
深度を低減し得る。一例では、nビットの値を伴う係数は、量子化の間にmビットの値に切
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り捨てられてよく、nはmよりも大きい。
【００５２】
　量子化が実行されると、コーディングされたビットストリームは、量子化された変換係
数、予測情報(たとえば、予測モード、動きベクトルなど)、区分情報、および他のシンタ
ックスデータなどの任意の他の適切なデータを含む。コーディングされたビットストリー
ムの異なる要素は次いで、エンコーダエンジン106によってエントロピー符号化され得る
。いくつかの例では、エンコーダエンジン106は、エントロピー符号化され得る直列化さ
れたベクトルを生成するために、事前に定義された走査順序を利用して量子化された変換
係数を走査し得る。いくつかの例では、エンコーダエンジン106は適応走査を実行し得る
。量子化された変換係数を走査して1次元ベクトルを形成した後で、エンコーダエンジン1
06は、1次元ベクトルをエントロピー符号化することができる。たとえば、エンコーダエ
ンジン106は、コンテキスト適応可変長コーディング、コンテキスト適応バイナリ算術コ
ーディング、シンタックスベースコンテキスト適応バイナリ算術コーディング、確率間隔
区分エントロピーコーディング、または別の適切なエントロピー符号化技法を使用し得る
。
【００５３】
　符号化デバイス104の出力110は、符号化されたビデオデータを構成するNALユニットを
、通信リンク120を通じて受信デバイスの復号デバイス112に送信し得る。復号デバイス11
2の入力114はNALユニットを受信し得る。通信リンク120は、ワイヤレスネットワーク、有
線ネットワーク、または有線ネットワークとワイヤレスネットワークの組合せを使用して
送信される信号を含み得る。ワイヤレスネットワークは、任意のワイヤレスインターフェ
ースまたはワイヤレスインターフェースの組合せを含んでよく、任意の適切なワイヤレス
ネットワーク(たとえば、インターネットまたは他のワイドエリアネットワーク、パケッ
トベースネットワーク、WiFi(商標)、高周波(RF)、UWB、WiFi-Direct、セルラー、ロング
タームエボリューション(LTE)、WiMax(商標)など)を含み得る。有線ネットワークは、任
意の有線インターフェース(たとえば、ファイバー、イーサネット（登録商標）、電力線
イーサネット（登録商標）、同軸ケーブルを通じたイーサネット（登録商標）、デジタル
信号線(DSL)など)を含み得る。有線および/またはワイヤレスネットワークは、基地局、
ルータ、アクセスポイント、ブリッジ、ゲートウェイ、スイッチなどの様々な機器を使用
して実装され得る。符号化されたビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルなどの通信
規格に従って変調され、受信デバイスに送信され得る。
【００５４】
　いくつかの例では、符号化デバイス104は、符号化されたビデオデータを記憶装置108に
記憶し得る。出力110は、エンコーダエンジン106から、または出力110から、符号化され
たビデオデータを取り出し得る。記憶装置108は、様々な分散されたデータ記憶媒体また
はローカルにアクセスされるデータ記憶媒体のいずれかを含み得る。たとえば、記憶装置
108は、ハードドライブ、ストレージディスク、フラッシュメモリ、揮発性メモリもしく
は非揮発性メモリ、または符号化されたビデオデータを記憶するための任意の他の適切な
デジタル記憶媒体を含み得る。
【００５５】
　入力114は、符号化されたビデオデータを受信し、デコーダエンジン116による後の使用
のためにビデオデータをデコーダエンジン116または記憶装置118へ提供することができる
。デコーダエンジン116は、エントロピー復号(たとえば、エントロピーデコーダを使用し
た)により、および、符号化されたビデオデータを構成するコーディングされたビデオシ
ーケンスの要素を抽出することにより、符号化されたビデオデータを復号することができ
る。デコーダエンジン116は次いで大きさを変更し、符号化されたビデオデータに対して
逆変換を実行することができる。次いで、残差がデコーダエンジン116の予測段に渡され
る。デコーダエンジン116は次いで、ピクセルのブロック(たとえば、PU)を予測する。い
くつかの例では、予測は逆変換の出力に加算される。
【００５６】
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　復号デバイス112は、復号されたビデオをビデオ宛先デバイス122に出力することができ
、ビデオ宛先デバイス122は、復号されたビデオデータをコンテンツの消費者に表示する
ためのディスプレイまたは他の出力デバイスを含み得る。いくつかの場合、ビデオ宛先デ
バイス122は、復号デバイス112を含む受信デバイスの一部であり得る。いくつかの態様で
は、ビデオ宛先デバイス122は、受信デバイス以外の別のデバイスの一部であり得る。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、ビデオ符号化デバイス104および/またはビデオ復号デバイス
112は、それぞれ、オーディオ符号化デバイスおよびオーディオ復号デバイスと統合され
得る。ビデオ符号化デバイス104および/またはビデオ復号デバイス112はまた、1つもしく
は複数のマイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(AS
IC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、ディスクリート論理、ソフトウェ
ア、ハードウェア、ファームウェアまたはそれらの任意の組合せなどの、上で説明された
コーディング技法を実施するのに必要な他のハードウェアまたはソフトウェアを含み得る
。ビデオ符号化デバイス104およびビデオ復号デバイス112は、それぞれのデバイスにおい
て組み合わされたエンコーダ/デコーダ(コーデック)の一部として統合され得る。符号化
デバイス104の具体的な詳細の例が、図9を参照して以下で説明される。復号デバイス112
の具体的な詳細の例が、図10を参照して以下で説明される。
【００５８】
　HEVC規格に対する拡張は、MV-HEVCと呼ばれるマルチビュービデオコーディング拡張と
、SHVCと呼ばれるスケーラブルビデオコーディング拡張とを含む。MV-HEVC拡張およびSHV
C拡張は、階層化されたコーディングという概念を共有しており、このとき、異なるレイ
ヤが符号化されたビデオビットストリームに含まれる。コーディングされたビデオシーケ
ンス中の各レイヤは、固有のレイヤ識別子(ID)によってアドレス指定される。レイヤIDは
、NALユニットが関連付けられるレイヤを識別するために、NALユニットのヘッダ中に存在
し得る。MV-HEVCでは、異なるレイヤは通常、ビデオビットストリーム中の同じシーンの
異なるビューを表す。SHVCでは、空間分解能(またはピクチャ分解能)が異なる、または再
構築の忠実度が異なるビデオビットストリームを表す、異なるスケーラブルレイヤが提供
される。スケーラブルレイヤは、ベースレイヤ(レイヤID=0)および1つまたは複数のエン
ハンスメントレイヤ(レイヤID=1、2、...n)を含み得る。ベースレイヤは、HEVCの第1のバ
ージョンのプロファイルに準拠してよく、ビットストリーム中の最低の利用可能なレイヤ
を表す。エンハンスメントレイヤは、ベースレイヤと比較して、空間分解能、時間分解能
すなわちフレームレート、および/または再構築の忠実度(または品質)が向上している。
エンハンスメントレイヤは、階層的に編成され、より下のレイヤに依存することがある(
または依存しないことがある)。いくつかの例では、異なるレイヤは、単一規格のコーデ
ックを使用してコーディングされ得る(たとえば、すべてのレイヤが、HEVC、SHVC、また
は他のコーディング規格を使用して符号化される)。いくつかの例では、異なるレイヤは
複数規格のコーデックを使用してコーディングされ得る。たとえば、ベースレイヤはAVC
を使用してコーディングされ得るが、1つまたは複数のエンハンスメントレイヤはHEVC規
格に対するSHVCおよび/またはMV-HEVC拡張を使用してコーディングされ得る。
【００５９】
　一般に、レイヤは、VCL NALユニットのセットと、非VCL NALユニットの対応するセット
とを含む。NALユニットは、特定のレイヤIDの値に割り当てられる。あるレイヤがより下
のレイヤに依存し得るという意味で、レイヤは階層的であり得る。レイヤセットは、自己
完結型のビットストリーム内で表されるレイヤのセットを指し、自己完結型とは、レイヤ
セット内のレイヤが復号プロセスにおいてレイヤセット中の他のレイヤに依存し得るが、
復号のためにいずれの他のレイヤにも依存しないことを意味する。したがって、レイヤセ
ット中のレイヤは、ビデオコンテンツを表し得る独立のビットストリームを形成し得る。
レイヤセット中のレイヤのセットは、サブビットストリーム抽出プロセスの動作によって
、別のビットストリームから取得され得る。レイヤセットは、いくつかのパラメータに従
って動作することをデコーダが望むときに復号されるべきレイヤのセットに対応し得る。
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【００６０】
　前に説明されたように、HEVCビットストリームは、VCL NALユニットと非VCL NALユニッ
トとを含むNALユニットのグループを含む。非VCL NALユニットは、符号化されたビデオビ
ットストリームに関する高水準の情報を他の情報に加えて有する、パラメータセットを格
納し得る。たとえば、パラメータセットは、ビデオパラメータセット(VPS)、シーケンス
パラメータセット(SPS)、およびピクチャパラメータセット(PPS)を含み得る。パラメータ
セットの目標は、ビットレートの効率性、誤り耐性、および、レイヤインターフェースを
システムに提供することである。各スライスは、単一のアクティブなPPS、SPS、およびVP
Sを参照して、復号デバイス112がスライスを復号するために使用し得る情報にアクセスす
る。VPS ID、SPS ID、およびPPS IDを含む識別子(ID)が、各パラメータセットのためにコ
ーディングされ得る。SPSはSPS IDおよびVPS IDを含む。PPSはPPS IDおよびSPS IDを含む
。各スライスヘッダはPPS IDを含む。IDを使用して、所与のスライスに対してアクティブ
パラメータセットが識別され得る。
【００６１】
　PPSは、所与のピクチャ中のすべてのスライスに適用される情報を含む。これにより、
ピクチャ中のすべてのスライスが同じPPSを参照する。異なるピクチャ中のスライスも同
じPPSを参照することがある。SPSは、同じコーディングされたビデオシーケンスまたはビ
ットストリーム中のすべてのピクチャに適用される情報を含む。コーディングされたビデ
オシーケンスは、ランダムアクセスポイントピクチャ(たとえば、瞬時復号リフレッシュ(
IDR)ピクチャまたはブロークンリンクアクセス(BLA)ピクチャ、または他の適切なランダ
ムアクセスポイントピクチャ)で開始し、次のランダムアクセスポイントピクチャ(または
ビットストリームの終わり)の直前までのすべてのアクセスユニットを含む、一連のアク
セスユニットである。SPS中の情報は通常、コーディングされたビデオシーケンス内でピ
クチャごとに変化しない。コーディングされたビデオシーケンス中のすべてのピクチャが
、同じSPSを使用する。VPSは、コーディングされたビデオシーケンスまたはビットストリ
ーム内のすべてのレイヤに適用される情報を含む。VPSは、コーディングされたビデオシ
ーケンス全体に適用されるシンタックス要素を伴うシンタックス構造を含む。いくつかの
実施形態では、VPS、SPS、またはPPSは、符号化されたビットストリームとともに帯域内
で送信され得る。いくつかの実施形態では、VPS、SPS、またはPPSは、コーディングされ
たビデオデータを含むNALユニットとは別の送信において帯域外で送信され得る。
【００６２】
　VCL NALユニットは、コーディングされたビデオビットストリームを形成するコーディ
ングされたピクチャデータを含む。下のTable A(表1)に示されるように、様々なタイプの
VCL NALユニットがHEVC規格において定義されている。
【００６３】
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【表１Ａ】

【００６４】
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【表１Ｂ】

【００６５】
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【表１Ｃ】

【００６６】
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【表１Ｄ】

【００６７】
　最初のHEVC規格において定義されるように、シングルレイヤビットストリームでは、AU
に格納されるVCL NALユニットは、同じNALユニットタイプ値を有し、NALユニットタイプ
値は、AUのタイプとAU内のコーディングされたピクチャのタイプとを定義する。たとえば
、特定のAUのVCL NALユニットは、瞬時復号リフレッシュ(IDR)NALユニット(値19)を含ん
でよく、AUをIDR AUにし、AUのコーディングされたピクチャをIDRピクチャにする。所与
のタイプのVCL NALユニットは、VCL NALユニットに格納されるピクチャ、またはその一部
(たとえば、VCL NALユニット中のピクチャのスライスまたはスライスセグメント)に関連
する。先行ピクチャ、後発ピクチャ、およびイントラランダムアクセスポイントピクチャ
(IRAP)を含む、ピクチャの3つのクラスがHEVC規格において定義される。マルチレイヤビ
ットストリームでは、AU内のピクチャのVCL NALユニットは、同じNALユニットタイプ値と
同じタイプのコーディングされたピクチャとを有する。たとえば、タイプIDRのVCL NALユ
ニットを格納するピクチャは、AU中のIDRピクチャであると言われる。別の例では、AUが
、ベースレイヤ(0に等しいレイヤID)におけるIRAPピクチャであるピクチャを格納すると
き、AUはIRAP AUである。
【００６８】
　図2は、IRAPピクチャI1と、IRAPピクチャI1に関連付けられる先行ピクチャおよび後発
ピクチャとを含む、符号化されたビデオビットストリームのピクチャの例である。ピクチ
ャは矢印202の方向に出力順序で直線的に表示されており、数字1～8(I1、B2、B3、B4、P5
、B6、B7、B8)はピクチャの復号順序を示す。IRAPピクチャは、復号が開始し得るビット
ストリーム中の点を与える。たとえば、復号は、出力順序においてIRAPピクチャ以後のピ
クチャが、復号順序においてIRAPピクチャに先行するすべてのピクチャが(たとえば、ビ
ットストリームの継ぎ合わせなどが原因で)ビットストリームから廃棄される場合であっ
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ても出力され得るように、IRAPピクチャにおいて開始し得る。IRAPピクチャにおいて復号
を開始することが可能であるので、IRAPピクチャはビットストリーム中のいずれの他のピ
クチャにも依存しない。たとえば、IRAPピクチャは、時間的サブレイヤ0に属し、参照デ
ータとしていずれの他のピクチャのコンテンツも使用することなくコーディングされる(
たとえば、イントラ予測コーディングが使用される)。ビットストリームの最初のピクチ
ャはIRAPピクチャであり、他のIRAPピクチャもビットストリームに存在し得る。マルチレ
イヤビットストリームでは、0よりも大きいレイヤID(ベースレイヤ以外のレイヤ)を有す
るIRAPピクチャは、レイヤ間予測を使用することができる。たとえば、IRAPピクチャは、
同じアクセスユニットに属しより低いレイヤIDを有するピクチャに基づいて、レイヤ間予
測を使用することができる。
【００６９】
　ピクチャB2、B3、およびB4は、IRAPピクチャI1の先行ピクチャを含む。先行ピクチャは
、復号順序においてIRAPピクチャに後続するが出力順序においてIRAPピクチャに先行する
ピクチャである。図2に示されるように、先行ピクチャB2、B3、およびB4は、復号順序に
おいてIRAPピクチャI1の後にあり、出力順序においてIRAPピクチャI1の前に来る。いくつ
かの実施形態では、先行ピクチャは、上のTable A(表1)に示される先行ピクチャNALユニ
ットタイプ6～9の1つを使用する。
【００７０】
　ピクチャP5、B6、B7、およびB8は、IRAPピクチャI1の後発ピクチャを含む。後発ピクチ
ャは、復号順序および出力順序においてIRAPピクチャに後続するピクチャである。図2に
示されるように、後発ピクチャP5、B6、B7、およびB8は、復号順序において、かつ出力順
序においてもIRAPピクチャI1に後続する。後発ピクチャは、上のTable A(表1)に示される
後発ピクチャNALユニットタイプ0～5の1つを使用する。
【００７１】
　先行ピクチャおよび後発ピクチャは、復号順序において最も近いIRAPピクチャ(図2のピ
クチャI1)と関連付けられる。いくつかの実施形態では、IRAPピクチャおよびその関連す
る後発ピクチャおよび先行ピクチャの復号順序は、先行ピクチャおよび後発ピクチャに対
するある条件に基づいて定義される。たとえば、後発ピクチャは、関連するIRAPピクチャ
および同じIRAPピクチャの他の後発ピクチャに依存する。IRAPピクチャと関連付けられる
後発ピクチャは、いずれの先行ピクチャにも依存せず、また、前のIRAPピクチャのいずれ
の後発ピクチャにも依存しない。IRAPピクチャと関連付けられる先行ピクチャは、同じIR
APピクチャと関連付けられる後発ピクチャに(復号順序において)先行する。これらの条件
、およびここに列挙されない同様の他の条件に基づいて、IRAPピクチャI1およびその関連
する後発ピクチャおよび先行ピクチャの復号順序は、IRAPピクチャI1、続いて後発ピクチ
ャB2、B3、B4、続いて先行ピクチャP5、B6、B7、B8である。
【００７２】
　様々なタイプの後発ピクチャ、先行ピクチャ、およびIRAPピクチャが利用可能である。
たとえば、後発ピクチャは、時間的サブレイヤアクセス(TSA)ピクチャ、ステップごとの
時間的サブレイヤアクセス(STSA)ピクチャ、および通常の後発ピクチャ(TRAIL)を含む。T
SAピクチャは時間的サブレイヤ切替点を示し、この時間的サブレイヤ切替点において、任
意のより高いサブレイヤまでの切替えが発生し得る。STSAピクチャは時間的サブレイヤ切
替点を示し、この時間的サブレイヤ切替点において、STSAピクチャと同じ時間的レイヤ識
別子を伴うサブレイヤへの切替えが発生し得る。TSAピクチャおよびSTSAピクチャは、0よ
りも大きい時間識別子を伴う時間的サブレイヤに属する。TRAILピクチャは、任意の時間
的サブレイヤに属すことが可能であり、時間的サブレイヤ切替点を示さない。マルチレイ
ヤビットストリームでは、0よりも大きいレイヤIDを伴うレイヤに属するSTSAピクチャは
、0に等しい時間的サブレイヤを伴う時間的サブレイヤにも属し得る。
【００７３】
　先行ピクチャタイプは、ランダムアクセス復号可能先行(RADL)ピクチャと、ランダムア
クセススキップ先行(RASL)ピクチャとを含む。RADLピクチャは、RADLピクチャが関連付け



(25) JP 6495342 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

られるIRAPピクチャにおいてランダムアクセスが実行されるときに復号可能である、先行
ピクチャである。いくつかの実施形態では、RADLピクチャは、予測を目的に、関連するIR
APピクチャと、同様にIRAPピクチャに関連付けられる他のRADLピクチャとのみを参照する
。RASLピクチャは、関連するIRAPピクチャからランダムアクセスが実行されるときに復号
可能ではない可能性のある先行ピクチャである。RASLピクチャは、RASLピクチャが参照の
ために使用するピクチャが復号順序においてIRAPピクチャに先行するとき、復号可能では
ない。IRAPピクチャにおいてランダムアクセスを実行するデコーダは、復号順序において
IRAPピクチャに先行するピクチャを復号せず、したがってRASLピクチャも復号しないので
、RASLピクチャは復号可能ではない。RASLピクチャは、他のタイプのピクチャ(たとえば
、IRAPピクチャ、他のRASLピクチャ、RADLピクチャなど)を参照することができる。いく
つかの例では、RASLピクチャだけが他のRASLピクチャに依存することがあり、この場合、
RASLピクチャに依存するあらゆるピクチャがRASLピクチャである。
【００７４】
　瞬時復号リフレッシュ(IDR)ピクチャ、クリーンランダムアクセス(CRA)ピクチャ、およ
びブロークンリンクアクセス(BLA)ピクチャを含む異なるタイプのIRAPピクチャが、ビデ
オデータをコーディングするために使用される。IDRピクチャは、デコーダにおいて復号
プロセスを完全にリフレッシュまたは再初期化し、新たなCVSを開始する、イントラピク
チャ(I-ピクチャ)である。いくつかの例では、IDRピクチャおよび復号順序においてIRAP
ピクチャに後続する任意のピクチャは、復号順序においてIDRピクチャの前に来るいずれ
のピクチャにも依存し得ない。いくつかの場合、RASLピクチャは、IDRピクチャと関連付
けられることが許容されない。CRAピクチャはI-ピクチャでもある。CRAピクチャは、デコ
ーダをリフレッシュせず、新たなCVSを開始せず、CRAピクチャの先行ピクチャが、復号順
序においてCRAピクチャの前に来るピクチャに依存することを可能にする。いくつかの例
では、CRAピクチャは、関連するRADLピクチャとRASLピクチャとを有し得る。ランダムア
クセスは、CRAピクチャ、復号順序においてCRAピクチャの前に来るいずれのピクチャにも
依存しないCRAピクチャと関連付けられる先行ピクチャ、および復号順序と出力順序の両
方においてCRAに後続するすべての関連するピクチャを復号することによって、CRAピクチ
ャにおいて行われ得る。いくつかの場合、CRAピクチャは、関連する先行ピクチャを有し
ないことがある。マルチレイヤの場合、0よりも大きいレイヤIDを伴うレイヤに属するIDR
またはCRAピクチャはP-ピクチャまたはB-ピクチャであり得るが、これらのピクチャは、I
DRピクチャまたはCRAピクチャと同じアクセスユニットに属し、IDRピクチャまたはCRAピ
クチャを格納するレイヤよりも小さいレイヤIDを有する、他のピクチャからのレイヤ間予
測だけを使用できる。
【００７５】
　IRAPピクチャは、ビットストリームを一緒に継ぎ合わせる能力を提供する。たとえば、
エンコーダ、ビットストリームエディタ(または「エディタ」)、スプライサ、または他の
ネットワークデバイスが、IRAPピクチャを使用してビットストリームを一緒に継ぎ合わせ
ることができる。ビットストリームの継ぎ合わせは、ある圧縮されたビデオビットストリ
ームから別の圧縮されたビデオビットストリームへのシームレスな切替えを可能にする。
たとえば、継ぎ合わせは、第1の圧縮されたビデオビットストリームの第1のIRAP AUおよ
びすべての後続のAUを、第2の圧縮されたビデオビットストリームの第2のIRAP AUおよび
後続のAUで置き換えることによって行われる。CRAピクチャは、(前に説明されたように、
ランダムアクセスに加えて)圧縮されたビデオビットストリームを継ぎ合わせるために使
用され得る。たとえば、第1および第2のIRAP AUはCRAピクチャを含み得る。いくつかの実
施形態では、IDRピクチャは、圧縮されたビデオビットストリームを継ぎ合わせるために
使用され得る。いくつかの場合、第1のAUがIRAPピクチャを格納すべきであるとは限らな
い。マルチレイヤビットストリームでは、継ぎ合わせは、第2のAUがベースレイヤに属す
るIRAPピクチャを格納するときに行われ得る。
【００７６】
　いくつかの場合、継ぎ合わせが行われた後で、復号順序においてCRAピクチャに後続す
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るRASLピクチャは、継ぎ合わせ後にはもはやビットストリーム中にない1つまたは複数の
ピクチャをRASLピクチャが参照する場合には、復号可能ではないことがある。いくつかの
例では、エンコーダ、エディタ、スプライサ、または他のデバイスは、継ぎ合わせの間に
RASLピクチャを廃棄することができる。他の例では、ピクチャ順序カウントのタイムライ
ン、ならびに、RASLピクチャが依存し得るCRAピクチャに(復号順序において)先行するピ
クチャからの予測が、継ぎ合わせが行われるときには壊れていることを示すために、ブロ
ークンリンク継ぎ合わせオプションが使用され得る。
【００７７】
　BLAピクチャと呼ばれる第3のタイプのIRAPピクチャは、関連するRASLピクチャが復号さ
れるべきかどうかをデコーダが決定できるように、継ぎ合わせ動作がいつ行われたかをデ
コーダに知らせるために使用される。継ぎ合わせの間、継ぎ合わせのために使用される新
たなビットストリーム中のCRAピクチャは、BLAピクチャとして扱われる。ブロークンリン
ク継ぎ合わせが実行されるとき、RASLピクチャは維持されてよく、そのようなBLAピクチ
ャに遭遇するデコーダは、BLAピクチャと関連付けられるRASLピクチャを廃棄することが
できる。デコーダがCRAピクチャに遭遇する場合、デコーダは、CRAピクチャと関連付けら
れるRASLピクチャを復号する。デコーダがBLAピクチャまたはCRAピクチャに遭遇するとき
、デコーダは、BLAピクチャおよびCRAピクチャとそれぞれ関連付けられるすべてのRADLピ
クチャを復号する。BLAピクチャは、デコーダにおいて復号プロセスをリフレッシュまた
は再初期化し、新たなCVSを開始する。いくつかの実施形態では、継ぎ合わせが行われて
いないときでもBLAピクチャが使用され得る。
【００７８】
　ビットストリームをデコーダに送信するエンコーダ、エディタ、または他のデバイスは
、CRAピクチャがBLAピクチャとして扱われるべきであることをデコーダに示し得る。一例
では、継ぎ合わせの間、継ぎ合わせのために使用される新たなビットストリーム中のCRA
ピクチャは、BLAピクチャと名称変更される。たとえば、デバイス(エディタ、スプライサ
、または他のネットワークエンティティ)は、CRA NALユニットタイプをBLA NALユニット
タイプに変更することができる。この事例では、デバイスは、ビットストリームのビット
を変更してNALユニットタイプを変更する。
【００７９】
　別の例では、CRAピクチャがBLAピクチャとし扱われるべきであることをデコーダに示す
BLAフラグが提供され得る。一例では、BLAフラグはHandleCraAsBlaFlagであり得る。BLA
フラグは、特定のCRAピクチャをBLAピクチャとして扱うようにデコーダに知らせるために
、ある値に設定され得る。いくつかの実施形態では、CRAピクチャがBLAピクチャとして扱
われるべきであることをデコーダに示すために、BLAフラグは1という値に設定され得る。
BLAフラグの値が0である場合、デコーダはCRAピクチャを(BLAピクチャではなく)CRAピク
チャとして扱う。他の実施形態では、CRAピクチャがBLAピクチャとして扱われるべきであ
ることを示すために、BLAフラグは0という値に設定され得る。いくつかの場合、BLAフラ
グは、符号化されたビデオビットストリームとともに帯域内で送信される(たとえば、1つ
または複数の非VCL NALユニットにおいてHEVCコーデックによって送信される)。いくつか
の場合、BLAフラグは、符号化されたビデオビットストリームを提供するコーデック以外
のデバイスによって送信され得る外部的に規定される指示である。たとえば、外部ソース
(たとえば、AVCコーデック、エディタ、スプライサ、または他のデバイス)が、帯域外通
信においてBLAフラグを送信し得る。
【００８０】
　図3は、BLAフラグを伴う符号化されたビデオビットストリーム300の例を示す。符号化
されたビデオビットストリーム300は、アクセスユニットNからN+9を含む。アクセスユニ
ットNからN+9は、(たとえば、レイヤID=0である)第1のレイヤL0および(たとえば、レイヤ
ID=1である)第2のレイヤL1の中の様々なピクチャを含む。いくつかの実施形態では、第1
のレイヤL0はベースレイヤを含んでよく、第2のレイヤL1はエンハンスメントレイヤを含
んでよい。矢印302によって示されるように、アクセスユニットNからN+9は復号順序で示
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されている。アクセスユニットN、N+1、N+2、N+5、N+7、N+8、およびN+9は、レイヤL0とL
1の両方の中の後発ピクチャを格納する。アクセスユニットN+3およびN+4は、レイヤL0の
中の先行ピクチャとレイヤL1の中の後発ピクチャとを含む。先行ピクチャはRASLピクチャ
を含み得る。アクセスユニットN+6は、レイヤL0の中の後発ピクチャとレイヤL1の中のCRA
ピクチャとを含む。アクセスユニットN+2は、レイヤL0の中のBLAフラグが1という値に設
定されたCRAピクチャと、レイヤL1の中の後発ピクチャとを含む。ビットストリーム300を
受信して復号すると、デコーダは、N+2アクセスユニット中のCRAピクチャをBLAピクチャ
として扱うことができる。
【００８１】
　再初期化フラグは、復号プロセスがIRAP AUの特定のIRAPピクチャにおいてリフレッシ
ュまたは再初期化されるべきであることをデコーダに示し得る。一例では、再初期化フラ
グはNoClrasOutputFlagであり得る。いくつかの実施形態では、再初期化フラグは、符号
化されたビデオビットストリームのすべてのレイヤにわたって復号が再初期化されるよう
にし得る。再初期化フラグは、復号プロセスを再初期化することをデコーダに示すある値
であるものとして導出され得る。いくつかの実施形態では、再初期化フラグの1という値
は、復号プロセスが再初期化されるべきであることをデコーダに示し得る。再初期化フラ
グの値が0であるものとしてデコーダによって導出される場合、デコーダは、復号順序に
おいてより前にあり、(たとえば、RASLピクチャ、クロスレイヤRASLピクチャなどを復号
するときに)IRAP AUよりも前に復号されるピクチャを参照し続ける。他の実施形態では、
再初期化フラグの0という値は、復号が再初期化されるべきであることを示し得る。いく
つかの場合、再初期化フラグは、復号プロセスの一部としてデコーダによって導出され得
る。たとえば、再初期化フラグは、符号化されたビデオビットストリームにおいて提供さ
れ得る。いくつかの場合、再初期化フラグは、外部ソースによってデコーダに対して指定
され得る。たとえば、再初期化フラグは、符号化されたビデオビットストリームとは別に
帯域外通信において提供され得る。外部ソースは、エンコーダ(HEVCプロトコル以外のコ
ーディングプロトコルを使用する)、デコーダ(HEVCプロトコル以外のコーディングプロト
コルを使用する)、エディタ、スプライサ、または、再初期化フラグを提供する他のネッ
トワークデバイスを含み得る。一例では、デコーダ(HEVCプロトコル以外のコーディング
プロトコルを使用する)は、再初期化フラグを復号することができ、再初期化フラグをHEV
Cデコーダに提供することができる。
【００８２】
　デコーダは、再初期化フラグの値を決定することができ、決定された値に基づいて復号
プロセスを再初期化することができる。デコーダは、新たな予測境界を開始し、IRAP AU
におけるピクチャから始めて、復号順序においてIRAP AUに後続するピクチャへと続ける
ことによって、復号プロセスを再初期化することができる。いくつかの場合、復号順序に
おいてIRAP AUに先行するピクチャは、復号プロセスが再初期化された後、参照のために
利用可能ではない。たとえば、デコーダは、IRAP AUにおいて復号プロセスを再初期化し
、復号順序においてIRAP AUに先行するすべてのピクチャを廃棄することができる。他の
場合、再初期化が、少なくとも一部、1つまたは複数のRASLピクチャまたは1つまたは複数
のクロスレイヤランダムアクセススキップ先行(CL-RAS)ピクチャを廃棄することによって
実行される。CL-RASピクチャは、IRAP AUと関連付けられ、0よりも大きいレイヤIDを伴う
レイヤ(ベースレイヤ以外のレイヤ)に属するピクチャである。いくつかの場合、CL-RASピ
クチャは、復号がIRAP AUから開始または再初期化するとき、正しく復号可能ではないこ
とがある。そのような場合、CL-RASピクチャは、これらのピクチャの1つまたは複数が、
復号順序においてIRAP AUに先行するので利用不可能であるピクチャを(直接または間接的
に)参照し得るので、正しく復号可能ではないことがある。
【００８３】
　いくつかの実施形態では、BLAフラグは、(図3に示されるように)ベースレイヤに属する
CRAピクチャがBLAピクチャとして扱われるべきであることを示す値に設定されるとき、再
初期化フラグは、BLAピクチャとして扱われるCRAピクチャを格納するIRAP AUにおいて復
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号プロセスが再初期化されるべきであることを示す値として、デコーダによって導出され
る。たとえば、アクセスユニットN+2が、1に設定されたBLAフラグ(CRAピクチャをBLAピク
チャとして扱うようにデコーダに示す)を伴うCRAピクチャを含むと決定すると、デコーダ
は、N+2アクセスユニットにおいて1に等しいものとして再初期化フラグを導出する。その
ような実施形態では、デコーダは、CRAピクチャのBLAフラグが1に設定されるという決定
に基づいて、N+2アクセスユニットにおいて復号プロセスを再初期化する。
【００８４】
　いくつかの実施形態では、AUはシーケンス終了(EOS)NALユニットを格納し得る。いくつ
かの例では、EOS NALユニットは、特定のCVSの最後のNALユニットとしてそのNALユニット
を示すために、ビットストリームに挿入され得る。いくつかの例では、EOS NALユニット
は、レイヤ特有の方式で使用され得る。そのような例では、EOS NALユニットは、レイヤ
識別子(ID)を割り当てられ得る。特定のレイヤIDを割り当てられたEOS NALユニットは、
そのレイヤIDが同様に割り当てられる特定のレイヤに対するシーケンスの終了としてその
NALユニットを示すために使用される。いくつかの場合、EOS NALユニットを伴うアクセス
ユニットの直後のアクセスユニットは、IRAPピクチャを格納する。
【００８５】
　図4は、EOS NALユニットと、復号順序においてEOS NALユニットに後続するCRAピクチャ
とを伴う、符号化されたビデオビットストリーム400の例を示す。符号化されたビデオビ
ットストリーム400は、アクセスユニットNからN+9を含む。アクセスユニットNからN+9は
、(たとえば、レイヤID=0である)第1のレイヤL0および(たとえば、レイヤID=1である)第2
のレイヤL1の中の様々なピクチャを含む。いくつかの実施形態では、第1のレイヤL0はベ
ースレイヤを含んでよく、第2のレイヤL1はエンハンスメントレイヤを含んでよい。矢印4
02によって示されるように、アクセスユニットNからN+9は復号順序で示されている。アク
セスユニットN、N+1、N+5、N+7、N+8、およびN+9は、レイヤL0とL1の両方の中の後発ピク
チャを格納する。アクセスユニットN+3およびN+4は、レイヤL0の中の先行ピクチャとレイ
ヤL1の中の後発ピクチャとを含む。先行ピクチャはRASLピクチャを含み得る。アクセスユ
ニットN+2は、レイヤL0の中のCRAピクチャとレイヤL1の中の後発ピクチャとを含む。アク
セスユニットN+6は、レイヤL0の中の後発ピクチャとレイヤL1の中のCRAピクチャとを含む
。アクセスユニットN+1の中の後発ピクチャに加えて、EOS NALユニットは、NALユニット
のシーケンスの終了(たとえば、CVS全体の終了、またはレイヤL0に対するシーケンスの終
了)を示すために、アクセスユニットN+1に挿入される。
【００８６】
　図5は、EOS NALユニットと、復号順序においてEOS NALユニットに後続するIDRピクチャ
とを伴う、符号化されたビデオビットストリーム500の別の例を示す。符号化されたビデ
オビットストリーム500は、アクセスユニットNからN+9を含む。アクセスユニットNからN+
9は、(たとえば、レイヤID=0である)第1のレイヤL0および(たとえば、レイヤID=1である)
第2のレイヤL1の中の様々なピクチャを含む。いくつかの実施形態では、第1のレイヤL0は
ベースレイヤを含んでよく、第2のレイヤL1はエンハンスメントレイヤを含んでよい。矢
印502によって示されるように、アクセスユニットNからN+9は復号順序で示されている。
アクセスユニットN、N+1、N+3、N+4、N+8、およびN+9は、レイヤL0とL1の両方の中の後発
ピクチャを格納する。アクセスユニットN+6およびN+7は、レイヤL0の中の後発ピクチャと
レイヤL1の中の先行ピクチャとを含む。先行ピクチャはRASLピクチャを含み得る。アクセ
スユニットN+2は、レイヤL0の中のIDRピクチャとレイヤL1の中の後発ピクチャとを含む。
アクセスユニットN+5は、レイヤL0の中の後発ピクチャとレイヤL1の中のCRAピクチャとを
含む。アクセスユニットN+1の中の後発ピクチャに加えて、EOS NALユニットは、NALユニ
ットのシーケンスの終了(たとえば、CVS全体の終了、またはレイヤL0に対するシーケンス
の終了)を示すために、アクセスユニットN+1に挿入される。
【００８７】
　EOS NALユニットに後続するIRAPピクチャは、新たな復号プロセスの始まりとして扱わ
れるべきであり、再初期化フラグは、復号が再初期化されるべきであることを示す値とし
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て導出されるべきである。しかしながら、HEVC規格によれば、IRAPピクチャ(たとえば、C
RAピクチャまたはIDRピクチャ)がEOS NALユニットに後続するとき、再初期化フラグは、1
に等しいものとしてデコーダによって導出されない。たとえば、図3に関して上で説明さ
れたように、レイヤID(たとえば、nuh_layer_id)が0に等しいCRAピクチャが1という値を
伴うBLAフラグを有するとき、再初期化フラグの値は1に等しいものとして導出される。し
かしながら、図4および図5に示されるように、レイヤIDが0に等しいCRAピクチャまたはID
Rピクチャは、(アクセスユニットN+2のCRAピクチャによって示されるように)復号順序に
おいてEOS NALユニットの後にある最初のピクチャであり、再初期化フラグの値は、CRAピ
クチャまたはIDRピクチャに対して1に等しいものとして導出されない。
【００８８】
　さらに、EOS NALユニットを使用する1つの目的は、時間的予測の連鎖の終了を示すこと
である。たとえば、図5に示されるように、N+1アクセスユニット中のEOS NALユニットは
、ビットストリーム500中での継ぎ合わせの点の指示を可能にする。いくつかの例では、N
+2アクセスユニット中のIDRピクチャ中のフラグの値は、継ぎ合わせの点を示すように設
定され得る。しかしながら、フラグが再初期化を示すように設定されず、復号が再初期化
されるべきであることを示す値に等しいものとして再初期化フラグが導出されない場合(
それは現在のHEVC規格に従わない)、時間的予測の連鎖はデコーダによって再初期化され
ない。
【００８９】
　本明細書において説明される実施形態は、IRAPピクチャがEOS NALユニットに後続する
ときに、復号がIRAPピクチャにおいて再初期化されるべきであることを示す値であるもの
としてデコーダが再初期化フラグを導出するように、復号プロセスを修正することを含む
。IRAPピクチャは、CRAピクチャ(図4に示されるような)またはIDRピクチャ(図5に示され
るような)を含み得る。デコーダは、復号順序においてEOS NALユニットに後続するIRAPピ
クチャを格納するアクセスユニット以降の、レイヤのいくつかまたはすべてにわたって復
号を再初期化することができる。
【００９０】
　いくつかの例では、再初期化フラグの値は、復号順序においてEOS NALユニットの後に
ある最初のピクチャであるCRAピクチャに対して、(復号プロセスの再初期化を示す)1に等
しいものとして導出される。いくつかの場合、再初期化フラグの値は、復号順序において
EOS NALユニットの後にある最初のピクチャである、レイヤIDが0に等しいCRAピクチャに
対して、1として導出され得る。そのような例では、復号順序においてEOS NALユニットに
後続する最初のIRAP AUに格納されるCRAピクチャ(たとえば、任意のレイヤIDに対する、
または0に等しいレイヤIDを伴う)および1に等しいBLAフラグを伴うCRAピクチャは、デコ
ーダがBLAピクチャを扱うのと同じ方法でデコーダによって扱われる。いくつかの例では
、復号はすべてのレイヤに対して再初期化され得る。他の例では、復号は、CRAピクチャ
のレイヤID以上のレイヤIDを伴うレイヤだけに対して再初期化され得る。
【００９１】
　ある例として図4を使用すると、アクセスユニットN+2中のCRAピクチャは、復号順序に
おいてアクセスユニットN+1のEOS NALユニットに後続する最初のピクチャである。デコー
ダは、アクセスユニットN+2がCRAピクチャを格納することと、アクセスユニットN+2が復
号順序においてEOS NALユニットの後にある最初のピクチャを含むこととを決定し得る。
デコーダは次いで、復号がCRAピクチャにおいて再初期化されるべきであることを示す値(
たとえば、1という値)として、CRAピクチャに対する再初期化フラグを導出することがで
きる。いくつかの実施形態では、デコーダはさらに、上記の決定を基礎として、CRAピク
チャが0に等しいレイヤIDを有する(CRAピクチャがベースレイヤL0の中にあることを示す)
ことに基づいて再初期化フラグの値を導出することができる。そのような実施形態では、
デコーダは、0以外の数に等しいレイヤIDをCRAピクチャが有する場合(たとえば、1つまた
は複数のエンハンスメントレイヤ中のCRAピクチャ)、復号順序においてEOS NALユニット
に後続するCRAピクチャに対して、再初期化フラグの値を1(または復号が再初期化される
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べきであることを示す他の値)であるものとして導出しなくてよい。
【００９２】
　いくつかの例では、復号順序においてEOS NALユニット(継ぎ合わせの点を示し得る)の
後にある最初のアクセスユニットがIDRピクチャを格納するIRAPアクセスユニットである
とき、IDRピクチャに対する再初期化フラグの値は、(復号プロセスの再初期化を示す)1に
等しいものとして導出される。いくつかの場合、再初期化フラグの値は、復号順序におい
てEOS NALユニットの後にある最初のアクセスユニットである、レイヤIDが0に等しいIDR
ピクチャに対して、1に等しいものとして導出される。いくつかの例では、復号は、再初
期化フラグが1に等しいものとして導出されるとき、すべてのレイヤに対して再初期化さ
れ得る。他の例では、復号は、IDRピクチャのレイヤID以上のレイヤIDを伴うレイヤだけ
に対して再初期化され得る。
【００９３】
　例として図5を参照すると、アクセスユニットN+2は、IDRピクチャを格納し、復号順序
においてアクセスユニットN+1のEOS NALユニットに後続する最初のアクセスユニットであ
る。デコーダは、アクセスユニットN+2がIDRピクチャを格納することと、アクセスユニッ
トN+2が復号順序においてEOS NALユニットの後にある最初のピクチャを含むこととを決定
し得る。デコーダは次いで、復号がIDRピクチャにおいて再初期化されるべきであること
を示す値(たとえば、1という値)として、IDRピクチャに対する再初期化フラグを導出する
ことができる。いくつかの実施形態では、デコーダはさらに、上記の決定を基礎として、
IDRピクチャが0に等しいレイヤIDを有する(CRAピクチャがベースレイヤL0の中にあること
を示す)ことに基づいて再初期化フラグの値を導出することができる。そのような実施形
態では、デコーダは、0以外の数に等しいレイヤIDをIDRピクチャが有する場合(たとえば
、1つまたは複数のエンハンスメントレイヤ中のIDRピクチャ)、復号順序においてEOS NAL
ユニットに後続するIDRピクチャに対して、再初期化フラグの値を1(または復号が再初期
化されるべきであることを示す他の値)であるものとして導出しなくてよい。
【００９４】
　上で説明された技法を実装するHEVC規格に対する変更の例は、以下のことを含み得る。
【００９５】
　現在のピクチャがIRAPピクチャであり、0に等しいnuh_layer_idを有するとき、次のこ
とが当てはまる。
【００９６】
　変数NoClrasOutputFlagが次のように規定される。
【００９７】
　現在のピクチャがビットストリーム中で最初のピクチャである場合、NoClrasOutputFla
gは1に等しく設定される。
【００９８】
　そうではなく、現在のピクチャが1に等しいHandleCraAsBlaFlagを伴うBLAピクチャまた
はCRAピクチャである場合、NoClrasOutputFlagは1に等しく設定される。
【００９９】
　そうではなく、現在のピクチャがCRAピクチャであり、現在のアクセスユニットが復号
順序においてシーケンス終了NALユニットに後続する最初のアクセスユニットである場合
、NoClrasOutputFlagは1に等しく設定される。
【０１００】
　そうではなく、現在のピクチャが1に等しいcross_layer_bla_flagを伴うIDRピクチャで
ある場合、NoClrasOutputFlagは1に等しく設定される。
【０１０１】
　そうではなく、本明細書において規定されない何らかの外部手段がNoClrasOutputFlag
を設定するのに利用可能である場合、NoClrasOutputFlagはその外部手段によって設定さ
れる。
【０１０２】
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　それ以外の場合、NoClrasOutputFlagは0に等しく設定される。
【０１０３】
　NoClrasOutputFlagが1に等しいとき、変数LayerInitializedFlag[ i ]は、両端を含め
て0からvps_max_layer_idまでのiのすべての値に対して0に等しく設定され、変数FirstPi
cInLayerDecodedFlag[ i ]は、両端を含めて0からvps_max_layer_idまでのiのすべての値
に対して0に等しく設定される。
【０１０４】
　代替的に、NoClrasOutputFlagの導出は、次のように修正される。
【０１０５】
　現在のピクチャがIRAPピクチャであり、0に等しいnuh_layer_idを有するとき、次のこ
とが当てはまる。
【０１０６】
　変数NoClrasOutputFlagが次のように規定される。
【０１０７】
　現在のピクチャがビットストリーム中で最初のピクチャである場合、NoClrasOutputFla
gは1に等しく設定される。
【０１０８】
　そうではなく、現在のピクチャが1に等しいHandleCraAsBlaFlagを伴うBLAピクチャまた
はCRAピクチャである場合、NoClrasOutputFlagは1に等しく設定される。
【０１０９】
　そうではなく、現在のピクチャがIRAPピクチャであり、現在のアクセスユニットが復号
順序においてシーケンス終了NALユニットに後続する最初のアクセスユニットである場合
、NoClrasOutputFlagは1に等しく設定される。
【０１１０】
　そうではなく、現在のピクチャが1に等しいcross_layer_bla_flagを伴うIDRピクチャで
ある場合、NoClrasOutputFlagは1に等しく設定される。
【０１１１】
　そうではなく、本明細書において規定されない何らかの外部手段がNoClrasOutputFlag
を設定するのに利用可能である場合、NoClrasOutputFlagはその外部手段によって設定さ
れる。
【０１１２】
　それ以外の場合、NoClrasOutputFlagは0に等しく設定される。
【０１１３】
　代替的に、HandleCraAsBlaFlagの導出は、次のように修正される。
【０１１４】
　現在のピクチャがIRAPピクチャであるとき、変数HandleCraAsBlaFlagは以下で規定され
るように導出される。
【０１１５】
　現在のピクチャがCRAピクチャであり、復号順序においてシーケンス終了NALユニットに
後続する最初のピクチャである場合、変数HandleCraAsBlaFlagは1に等しく設定される。
【０１１６】
　そうではなく、本明細書において規定されない何らかの外部手段が現在のピクチャに対
して変数HandleCraAsBlaFlagをある値に設定するのに利用可能である場合、変数HandleCr
aAsBlaFlagはその外部手段によって提供される値に等しく設定される。
【０１１７】
　それ以外の場合、変数HandleCraAsBlaFlagは0に等しく設定される。
【０１１８】
　図6は、ビデオデータを復号するプロセス600のある実施形態を示す。プロセス600は、
シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットのビューにおける復号を再初期化する
ために実施される。いくつかの態様では、プロセス600は、図1または図10に示される復号
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デバイス112などの、コンピューティングデバイスまたは装置によって実行され得る。た
とえば、コンピューティングデバイスまたは装置は、デコーダ、またはプロセッサ、マイ
クロプロセッサ、マイクロコンピュータ、または、プロセス600のステップを実行するよ
うに構成されるデコーダの他のコンポーネントを含み得る。
【０１１９】
　プロセス600は論理フロー図として示され、その動作は、ハードウェア、コンピュータ
命令、またはこれらの組合せで実施され得る動作の列を表す。コンピュータ命令の文脈で
は、動作は、1つまたは複数のプロセッサによって実行されると列挙された動作を実行す
る、1つまたは複数のコンピュータ可読記憶媒体に記憶されたコンピュータ実行可能命令
を表す。一般に、コンピュータ実行可能命令は、特定の機能を実行し、または特定のデー
タタイプを実装する、ルーチン、プログラム、オブジェクト、コンポーネント、データ構
造などを含む。動作が説明される順序は限定として見なされることを意図しておらず、任
意の数の説明される動作が、プロセスを実施するために任意の順序でかつ/または並列に
組み合わされ得る。
【０１２０】
　加えて、プロセス600は、実行可能な命令により構成された1つまたは複数のコンピュー
タシステムの制御のもとで実行されてよく、1つまたは複数のプロセッサ上で、ハードウ
ェアによって、またはこれらの組合せで集合的に実行されるコード(たとえば、実行可能
命令、1つまたは複数のコンピュータプログラム、または1つまたは複数のアプリケーショ
ン)として実装され得る。上で述べられたように、コードは、たとえば、1つまたは複数の
プロセッサにより実行可能な複数の命令を備えるコンピュータプログラムの形式で、コン
ピュータ可読記憶媒体または機械可読記憶媒体に記憶され得る。コンピュータ可読記憶媒
体または機械可読記憶媒体は非一時的であり得る。
【０１２１】
　602において、ビデオデータを復号するプロセス600は、複数のレイヤを備える符号化さ
れたビデオビットストリームにアクセスすることを含む。符号化されたビデオビットスト
リームは複数のアクセスユニットを含み、第1のアクセスユニットはシーケンス終了ネッ
トワーク抽象化レイヤユニットを含み、第2のアクセスユニットはイントラランダムアク
セスポイントピクチャを含み、第1のアクセスユニットの後にある復号順序において次の
後続のアクセスユニットである。いくつかの例では、符号化されたビデオビットストリー
ムは図4に示されるビットストリーム400を含む。そのような例では、第1のアクセスユニ
ットはN+1アクセスユニットを含み、第2のアクセスユニットはN+2アクセスユニットを含
み、第2のアクセスユニットのイントラランダムアクセスポイントピクチャはクリーンラ
ンダムアクセス(CRA)ピクチャを含む。いくつかの例では、符号化されたビデオビットス
トリームは図5に示されるビットストリーム500を含む。そのような例では、第1のアクセ
スユニットはN+1アクセスユニットを含み、第2のアクセスユニットはN+2アクセスユニッ
トを含み、第2のアクセスユニットのイントラランダムアクセスポイントピクチャは瞬時
復号リフレッシュ(IDR)ピクチャを含む。符号化されたビデオビットストリームは、本明
細書において説明されたもの以外の符号化されたビデオビットストリームを含み得ること
を、当業者は理解するであろう。
【０１２２】
　604において、プロセス600は、第2のアクセスユニットが、第1のアクセスユニットのシ
ーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において次の後続の
アクセスユニットであることに基づいて、第2のアクセスユニットにおいて復号を再初期
化することを含む。いくつかの実施形態では、プロセス600は、第2のアクセスユニットが
、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後にあ
る復号順序において次の後続のアクセスユニットであることに基づいて、第2のアクセス
ユニットにおいて複数のレイヤの各々の復号を再初期化することを含み得る。たとえば、
復号は符号化されたビデオビットストリームのレイヤのすべてに対して再初期化される。
【０１２３】



(33) JP 6495342 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

　いくつかの実施形態では、第1のアクセスユニットは、符号化されたビデオビットスト
リームのベースレイヤ中のシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを含み、第
2のアクセスユニットは、ベースレイヤ中のイントラランダムアクセスポイントピクチャ
を含む。これらの実施形態では、第2のアクセスユニットが、ベースレイヤ中にあり、か
つ、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後に
ある復号順序において次の後続のアクセスユニットであることに基づいて、復号が第2の
アクセスユニットにおいて再初期化される。
【０１２４】
　いくつかの実施形態では、第2のアクセスユニットのフラグ(たとえば、再初期化フラグ
)は、第2のアクセスユニットが、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワーク
抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットであると
き、ある値に設定され、またはある値であるものとして導出される。フラグのこの値は、
復号が第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるべきであることを示す。いくつか
の例では、このフラグはNoClrasOutputFlagを含み、この値は1という値である。いくつか
の例では、この値は0という値である。
【０１２５】
　いくつかの実施形態では、第2のアクセスユニットにおいて復号を再初期化するステッ
プは、第2のアクセスユニットと関連付けられる、1つまたは複数のランダムアクセススキ
ップ先行ピクチャ、または、1つまたは複数のクロスレイヤランダムアクセススキップ先
行ピクチャを廃棄するステップを含む。
【０１２６】
　図7は、ビデオデータを処理するプロセス700のある実施形態を示す。プロセス700は、
復号プロセスがデコーダにおいて再初期化されるように、シーケンス終了ネットワーク抽
象化レイヤユニットを含む符号化されたビデオビットストリームを生成するために実施さ
れる。いくつかの態様では、プロセス700は、ビットストリームエディタ、ビットストリ
ームスプライサ、または、図1もしくは図9に示される符号化デバイス104などのエンコー
ダなどの、コンピューティングデバイスまたは装置によって実行され得る。たとえば、コ
ンピューティングデバイスまたは装置は、ビットストリームエディタ、ビットストリーム
スプライサ、エンコーダ、または、プロセッサ、マイクロプロセッサ、マイクロコンピュ
ータ、もしくは、プロセス700のステップを実行するように構成されるそのようなデバイ
スの他のコンポーネントを含み得る。
【０１２７】
　プロセス700は論理フロー図として示され、その動作は、ハードウェア、コンピュータ
命令、またはこれらの組合せで実施され得る動作の列を表す。コンピュータ命令の文脈で
は、動作は、1つまたは複数のプロセッサによって実行されると列挙された動作を実行す
る、1つまたは複数のコンピュータ可読記憶媒体に記憶されたコンピュータ実行可能命令
を表す。一般に、コンピュータ実行可能命令は、特定の機能を実行し、または特定のデー
タタイプを実装する、ルーチン、プログラム、オブジェクト、コンポーネント、データ構
造などを含む。動作が説明される順序は限定として見なされることを意図しておらず、任
意の数の説明される動作が、プロセスを実施するために任意の順序でかつ/または並列に
組み合わされ得る。
【０１２８】
　加えて、プロセス700は、実行可能な命令により構成された1つまたは複数のコンピュー
タシステムの制御のもとで実行されてよく、1つまたは複数のプロセッサ上で、ハードウ
ェアによって、またはこれらの組合せで集合的に実行されるコード(たとえば、実行可能
命令、1つまたは複数のコンピュータプログラム、または1つまたは複数のアプリケーショ
ン)として実装され得る。上で述べられたように、コードは、たとえば、1つまたは複数の
プロセッサにより実行可能な複数の命令を備えるコンピュータプログラムの形式で、コン
ピュータ可読記憶媒体または機械可読記憶媒体に記憶され得る。コンピュータ可読記憶媒
体または機械可読記憶媒体は非一時的であり得る。
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【０１２９】
　702において、ビデオデータを処理するプロセス700は、複数のレイヤを備える第1の符
号化されたビデオビットストリームを取得することを含み、第1の符号化されたビデオビ
ットストリームは複数のアクセスユニットを含む。第1の符号化されたビデオビットスト
リームは、HEVC、AVC、MPEG、または他の適切なビデオコーディング技法などのコーディ
ング技法を使用してコーディングされ得る。
【０１３０】
　704において、プロセス700は、複数のレイヤを備える第2の符号化されたビデオビット
ストリームを取得することを含み、第2の符号化されたビデオビットストリームは複数の
アクセスユニットを含む。第2の符号化されたビデオビットストリームは、HEVC、AVC、MP
EG、または他の適切なビデオコーディング技法などのコーディング技法を使用してコーデ
ィングされ得る。
【０１３１】
　706において、プロセス700は、第1の符号化されたビデオビットストリーム中のアクセ
スユニットを第2の符号化されたビデオビットストリーム中のアクセスユニットと組み合
わせることによって、および、シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを第1
の符号化されたビデオビットストリームの第1のアクセスユニットに挿入することによっ
て、第3の符号化されたビデオビットストリームを生成することを含む。第2の符号化され
たビデオビットストリームの第2のアクセスユニットは、イントラランダムアクセスポイ
ントピクチャを含み、シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを伴う第1のア
クセスユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットである。いくつ
かの例では、第3の符号化されたビデオビットストリームは、第1の符号化されたビデオビ
ットストリームおよび第2の符号化されたビデオビットストリームのイントラランダムア
クセスポイントピクチャにおいて、第1の符号化されたビデオビットストリームおよび第2
の符号化されたビデオビットストリームを一緒に継ぎ合わせることによって、生成され得
る。たとえば、この継ぎ合わせは、イントラランダムアクセスポイントピクチャを格納す
るアクセスユニットおよび第1の符号化されたビデオビットストリームのすべての後続の
アクセスユニットを、イントラランダムアクセスポイントピクチャを格納する第2のアク
セスユニットおよび第2の符号化されたビデオビットストリームの後続のアクセスユニッ
トで置き換えることによって、行われ得る。プロセス700は、第3の符号化されたビデオビ
ットストリームの復号が第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるように、シーケ
ンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを第1のアクセスユニットに挿入する。復号
の再初期化は、第2のアクセスユニットが、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネッ
トワーク抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニット
であることに基づいて、行われる。
【０１３２】
　いくつかの実施形態では、第3の符号化されたビデオビットストリームを生成するステ
ップは、第3の符号化されたビデオビットストリームが復号されるべきであると決定する
ステップを含み、第3の符号化されたビデオビットストリームは、第1のアクセスユニット
以前の第1の符号化されたビデオビットストリーム中のアクセスユニットと、続いて、第2
のアクセスユニット以後の第2の符号化されたビデオビットストリーム中のアクセスユニ
ットとを含む。第3の符号化されたビデオビットストリームを生成するステップはさらに
、第2の符号化されたビデオビットストリームの復号が、イントラランダムアクセスポイ
ントピクチャを含む第2のアクセスユニットにおいて再初期化されるべきであると決定す
るステップと、第1のアクセスユニット以前の第1の符号化されたビデオビットストリーム
中のアクセスユニットを、第2のアクセスユニット以降の第2の符号化されたビデオビット
ストリーム中のアクセスユニットと組み合わせることによって、および、シーケンス終了
ネットワーク抽象化レイヤユニットを第1のアクセスユニットに挿入することによって、
第3の符号化されたビデオビットストリームを生成するステップとを含む。
【０１３３】
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　708において、プロセス700は、第3の符号化されたビデオビットストリームを送信する
ステップを含み、第3の符号化されたビデオビットストリームの復号は、第2のアクセスユ
ニットが、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニット
の後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットであることに基づいて、第2の
アクセスユニットにおいて再初期化される。いくつかの実施形態では、第3の符号化され
たビデオビットストリームの複数のレイヤの各レイヤの復号は、第2のアクセスユニット
が、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットの後に
ある、復号順序において次の後続のアクセスユニットであることに基づいて、第2のアク
セスユニットにおいて再初期化される。たとえば、復号は符号化されたビデオビットスト
リームのレイヤのすべてに対して再初期化される。
【０１３４】
　いくつかの実施形態では、第1の符号化されたビデオビットストリームおよび第2の符号
化されたビデオビットストリームは、上で説明されたように、一緒に継ぎ合わされる別々
の符号化されたビデオビットストリームである。いくつかの実施形態では、第1の符号化
されたビデオビットストリームおよび第2の符号化されたビデオビットストリームは、同
じ符号化されたビデオビットストリームであり、第2のアクセスユニットは、同じ符号化
されたビデオビットストリームにおいて第1のアクセスユニットの後にある復号順序にお
いて後続のアクセスユニットである。たとえば、第1の符号化されたビデオビットストリ
ームは、時間t1から時間t3までのビットストリームの第1の部分であってよく、第2の符号
化されたビデオビットストリームは、時間t2からt4までの同じビットストリームの第2の
部分であってよく、ここでt1<t2<t3<t4である。第1の部分および第2の部分は、たとえば
、ユーザが符号化されたビデオビットストリームにおいて時間t2まで時間的に戻ってシー
クするとき、一緒に継ぎ合わされ、または縫い合わされ得る。たとえば、符号化されたビ
デオビットストリームの第1の部分および第2の部分は、時間t3におけるイントラランダム
アクセスポイントピクチャを格納するアクセスユニットおよびすべての後続のアクセスユ
ニットを、時間t2におけるイントラランダムアクセスポイントピクチャを格納するアクセ
スユニットおよび後続のアクセスユニットで置き換えることによって、継ぎ合わされ得る
。
【０１３５】
　いくつかの実施形態では、第2のアクセスユニットのイントラランダムアクセスポイン
トピクチャは、瞬時復号リフレッシュピクチャを含む。いくつかの実施形態では、第2の
アクセスユニットのイントラランダムアクセスポイントピクチャは、クリーンランダムア
クセスピクチャを含む。
【０１３６】
　いくつかの実施形態では、シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットは、第3
の符号化されたビデオビットストリームのベースレイヤ中の第1のアクセスユニットに挿
入され、第2のアクセスユニットは、ベースレイヤ中のイントラランダムアクセスポイン
トピクチャを含む。これらの実施形態では、第2のアクセスユニットが、ベースレイヤ中
にあり、かつ、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニ
ットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットであることに基づいて、復
号が第2のアクセスユニットにおいて再初期化される。
【０１３７】
　いくつかの実施形態では、第2のアクセスユニットのフラグ(たとえば、再初期化フラグ
)は、第2のアクセスユニットが、第1のアクセスユニットのシーケンス終了ネットワーク
抽象化レイヤユニットの後にある復号順序において次の後続のアクセスユニットであると
き、ある値に設定される。フラグのこの値は、復号が第2のアクセスユニットにおいて再
初期化されるべきであることを示す。いくつかの例では、このフラグはNoClrasOutputFla
gを含み、この値は1という値である。いくつかの例では、この値は0という値である。
【０１３８】
　いくつかの実施形態では、第2のアクセスユニットにおいて復号を再初期化するステッ
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プは、第2のアクセスユニットと関連付けられる、1つまたは複数のランダムアクセススキ
ップ先行ピクチャ、または、1つまたは複数のクロスレイヤランダムアクセススキップ先
行ピクチャを廃棄するステップを含む。
【０１３９】
　シーケンス終了ネットワーク抽象化レイヤユニットを使用する上で説明された技法を使
用して、デコーダによって使用される復号プロセスは、符号化されたビデオビットストリ
ームのいくつかの部分における復号をより効果的に再初期化するように修正され得る。た
とえば、復号プロセスは、復号順序においてEOS NALユニットに後続する最初のピクチャ
であるCRAピクチャの復号が、1(またはCRAピクチャがBLAピクチャとして扱われるべきで
あることを示す他の値)に等しいBLAフラグを伴うCRAピクチャと同様に定義されるように
、修正される(たとえば、再初期化フラグの導出)。さらに、すべてのレイヤの復号が、復
号順序においてEOS NALユニットを格納するアクセスユニットに後続するアクセスユニッ
トにおいて再初期化される(たとえば、再初期化フラグが1に等しく設定される)ように、
修正される。そのような修正により、システムエンティティがビットストリーム中のいず
れのシンタックス要素を変更することも必要ではなくなり、かつ、この目的で外部の手段
によってフラグが提供されることが必要ではなくなるので、継ぎ合わせ動作が簡略化され
る。
【０１４０】
　さらなる実施形態では、RASLフラグの値がある状況だけにおいてある値として導出され
るように、復号プロセスを修正するための技法およびシステムが説明される。いくつかの
例では、IRAPピクチャは、対応するRASLフラグ(たとえば、NoRaslOutputFlag)を有し得る
。IRAPピクチャが1に等しいRASLフラグを有するとき、そのIRAPと関連付けられるRASLピ
クチャは出力されず、正しく復号されないことがあり、それは、RASLピクチャが、(たと
えば、継ぎ合わせ、ランダムアクセス、またはピクチャがビットストリーム中にもはや存
在しないようにする他の機能の後で)ビットストリーム中に存在しないピクチャへの参照
を含んでいることがあるからである。いくつかの場合、RASLフラグは、RASLピクチャが正
しく復号可能ではないことを示すために、0に設定され得る。
【０１４１】
　図8は、EOS NALユニットと、復号順序においてEOS NALユニットに後続するIDRピクチャ
とを伴う、符号化されたビデオビットストリーム800の例を示す。符号化されたビデオビ
ットストリーム800は、アクセスユニットNからN+9を含む。アクセスユニットNからN+9は
、(たとえば、レイヤID=0である)第1のレイヤL0および(たとえば、レイヤID=1である)第2
のレイヤL1の中の様々なピクチャを含む。いくつかの実施形態では、第1のレイヤL0はベ
ースレイヤを含んでよく、第2のレイヤL1はエンハンスメントレイヤを含んでよい。矢印8
02によって示されるように、アクセスユニットNからN+9は復号順序で示されている。アク
セスユニットN、N+1、N+8、およびN+9は、レイヤL0とL1の両方の中の後発ピクチャを格納
する。アクセスユニットN+3およびN+4は、レイヤL0の中の後発ピクチャを格納し、レイヤ
L1の中のピクチャを格納しない。アクセスユニットN+6およびN+7は、レイヤL0の中の後発
ピクチャとレイヤL1の中の先行ピクチャとを含む。先行ピクチャはRASLピクチャまたはRA
DLピクチャを含み得る。アクセスユニットN+2は、レイヤL0の中のIDRピクチャを含み、レ
イヤL1の中のピクチャを含まない。いくつかの例では、アクセスユニットN+2は、CRAピク
チャまたはBLAピクチャなどの異なるIRAPピクチャを含み得る。アクセスユニットN+5は、
レイヤL0の中の後発ピクチャとレイヤL1の中のCRAピクチャとを含む。アクセスユニットN
+1の中の後発ピクチャに加えて、EOS NALユニットは、NALユニットのシーケンスの終了(
たとえば、CVS全体の終了、またはレイヤL0に対するシーケンスの終了)を示すために、ア
クセスユニットN+1に挿入される。
【０１４２】
　いくつかの例では、特定のレイヤIDを伴う現在のピクチャが、IDRピクチャ、BLAピクチ
ャ、ビットストリーム中でその特定のレイヤIDを伴う復号順序において最初のピクチャ、
または、復号順序においてEOS NALユニットに後続するその特定のレイヤIDを伴う最初の
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ピクチャであるとき、RASLフラグは1に設定され得る(たとえば、1という値であるものと
してデコーダによって導出され得る)。HEVC規格によれば、EOS NALユニットは、復号順序
においてEOS NALユニットの後にある最初のアクセスユニット中のピクチャの復号に影響
を与え、その最初のアクセスユニットの後にある後続のアクセスユニットにも影響を与え
る。たとえば、特定のレイヤのIRAPピクチャが、EOS NALユニットに後続するそのレイヤ
中の最初のピクチャである場合、ピクチャのRASLフラグは、そのIRAPピクチャが、復号順
序においてEOS NALユニットの直後にないアクセスユニットに格納されるときであっても
、1に等しい。たとえば、図8に示されるビットストリーム800において、アクセスユニッ
トN+1におけるEOSの存在により、アクセスユニットN+5の中のCRAピクチャは、1に等しいR
ASLフラグを有しなければならなくなる。
【０１４３】
　EOS NALユニットに後続する最初の後続のアクセスユニット中のピクチャの復号だけに
直接影響を与えるようにEOS NALユニットを制約するための実施形態が、本明細書におい
て説明される。たとえば、EOS NALユニットが、復号順序においてEOS NALユニットを格納
するアクセスユニットに後続する最初のアクセスユニットに属するピクチャの復号だけに
直接影響を与えるように、復号プロセスが修正される(たとえば、RASLフラグの導出)。た
とえば、RASLフラグは、復号順序においてEOS NALユニットを格納するアクセスユニット
の後にある次の後続のアクセスユニットだけに対して、1であるものとして導出される。
したがって、次の後続のアクセスユニットと関連付けられるRASLピクチャだけが、正しく
復号可能ではないものとして示される。いくつかの実施形態では、EOS NALユニットが、
復号順序においてEOS NALユニットを格納するアクセスユニットに後続する最初のアクセ
スユニットに属する、0に等しいレイヤID(たとえば、ベースレイヤ)を伴うピクチャの復
号だけに直接影響を与えるように、復号プロセスが修正される(たとえば、RASLフラグの
導出)。
【０１４４】
　例として図8を使用すると、EOS NALユニットに対する制約は、アクセスユニットN+2が
継ぎ合わせの点(たとえば、2つのビットストリームが一緒に継ぎ合わされる点、同じビッ
トストリームの2つの部分が一緒に継ぎ合わされる点など)ではない場合に、アクセスユニ
ットN+6およびN+7におけるRASLピクチャが正しく復号され得る(たとえば、N+6アクセスユ
ニットおよびN+7アクセスユニットにおける先行ピクチャがRADLピクチャとして標識され
得る)ので、効果的である。AU N+2が継ぎ合わせの点である場合、HEVC規格におけるLayer
InitializedFlagに基づくRASLフラグの現在の導出は、アクセスユニットN+5の中のCRAピ
クチャが1に等しいものとして導出されるRASLフラグを有することを確実にする。
【０１４５】
　RASLフラグに関する上で説明された技法を実装するHEVC規格に対する変更の例は、以下
のことを含み得る。
【０１４６】
　現在のピクチャがIRAPピクチャであるとき、次のことが当てはまる。
【０１４７】
　nuh_layer_idという特定の値を伴う現在のピクチャが、IDRピクチャ、BLAピクチャ、復
号順序においてビットストリーム中でそのnuh_layer_idという特定の値を伴う最初のピク
チャ、または、復号順序においてシーケンス終了NALユニットに後続する最初のアクセス
ユニット中の、そのnuh_layer_idという特定の値を伴うピクチャを格納するアクセスユニ
ットである場合、変数NoRaslOutputFlagは1に等しく設定される。
【０１４８】
　そうではなく、LayerInitializedFlag[ nuh_layer_id ]が0に等しく、LayerInitialize
dFlag[ refLayerId ]が、RefLayerId[ nuh_layer_id ][ j ]に等しいrefLayerIdのすべて
の値に対して1に等しく、ここでjが両端を含めて0からNumDirectRefLayers[ nuh_layer_i
d ]-1の範囲にある場合、変数NoRaslOutputFlagは1に等しく設定される。
【０１４９】
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　それ以外の場合、変数NoRaslOutputFlagはHandleCraAsBlaFlagに等しく設定される。
【０１５０】
　本明細書において論じられるコーディング技法は、例示的なビデオ符号化および復号シ
ステム(たとえば、システム100)において実施され得る。システムは、宛先デバイスによ
って後で復号されるべき符号化されたビデオデータを提供するソースデバイスを含む。具
体的には、ソースデバイスは、コンピュータ可読媒体を介して宛先デバイスにビデオデー
タを提供する。ソースデバイスおよび宛先デバイスは、デスクトップコンピュータ、ノー
トブック(すなわち、ラップトップ)コンピュータ、タブレットコンピュータ、セットトッ
プボックス、いわゆる「スマート」フォンなどの電話ハンドセット、いわゆる「スマート
」パッド、テレビジョン、カメラ、ディスプレイデバイス、デジタルメディアプレーヤー
、ビデオゲームコンソール、ビデオストリーミングデバイスなどを含む、広範囲にわたる
デバイスのいずれかを備え得る。いくつかの場合、ソースデバイスおよび宛先デバイスは
、ワイヤレス通信に対応し得る。
【０１５１】
　宛先デバイスは、コンピュータ可読媒体を介して、復号されるべき符号化されたビデオ
データを受信し得る。コンピュータ可読媒体は、ソースデバイスから宛先デバイスに符号
化されたビデオデータを移動することが可能な任意のタイプの媒体またはデバイスを備え
得る。1つの例では、コンピュータ可読媒体は、ソースデバイスが符号化されたビデオデ
ータをリアルタイムで宛先デバイスに直接送信することを可能にするための通信媒体を備
え得る。符号化されたビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルなどの通信規格に従っ
て変調され、宛先デバイスに送信され得る。通信媒体は、高周波(RF)スペクトルなどの任
意のワイヤレスもしくは有線通信媒体、または、1つもしくは複数の物理的伝送線を備え
得る。通信媒体は、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワークのなどのパ
ケットベースネットワーク、またはインターネットなどのグローバルネットワークの一部
を形成し得る。通信媒体は、ルータ、スイッチ、基地局、またはソースデバイスから宛先
デバイスへの通信を支援するために有用であり得る任意の他の機器を含み得る。
【０１５２】
　いくつかの例では、符号化されたデータは、出力インターフェースから記憶デバイスに
出力され得る。同様に、符号化されたデータは、入力インターフェースによって、記憶デ
バイスからアクセスされ得る。記憶デバイスは、ハードドライブ、ブルーレイディスク、
DVD、CD-ROM、フラッシュメモリ、揮発性もしくは不揮発性メモリ、または符号化された
ビデオデータを記憶するための任意の他の好適なデジタル記憶媒体などの、種々の分散さ
れたまたはローカルにアクセスされるデータ記憶媒体のいずれかを含み得る。さらなる例
では、記憶デバイスは、ソースデバイスによって生成された符号化されたビデオを記憶し
得るファイルサーバまたは別の中間記憶デバイスに対応し得る。宛先デバイスは、ストリ
ーミングまたはダウンロードを介して記憶デバイスから記憶されたビデオデータにアクセ
スし得る。ファイルサーバは、符号化されたビデオデータを記憶し、その符号化されたビ
デオデータを宛先デバイスに送信することが可能な、任意のタイプのサーバであり得る。
例示的なファイルサーバは、ウェブサーバ(たとえば、ウェブサイトのための)、FTPサー
バ、ネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイス、またはローカルディスクドライブを含
む。宛先デバイスは、インターネット接続を含む、任意の標準的なデータ接続を通じて符
号化されたビデオデータにアクセスし得る。これは、ファイルサーバに記憶された符号化
されたビデオデータにアクセスするのに好適である、ワイヤレスチャネル(たとえば、Wi-
Fi接続)、有線接続(たとえば、DSL、ケーブルモデムなど)、またはその両方の組合せを含
み得る。記憶デバイスからの符号化されたビデオデータの送信は、ストリーミング送信、
ダウンロード送信、またはそれらの組合せであり得る。
【０１５３】
　本開示の技法は、必ずしもワイヤレスの適用例または設定に限定されない。本技法は、
オーバージエアテレビジョン放送、ケーブルテレビジョン送信、衛星テレビジョン送信、
dynamic adaptive streaming over HTTP(DASH)のようなインターネットストリーミングビ
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デオ送信、データ記憶媒体に符号化されたデジタルビデオ、データ記憶媒体に記憶された
デジタルビデオの復号、または他の適用例のような、種々のマルチメディア適用例のいず
れかをサポートするビデオコーディングに適用され得る。いくつかの例では、システムは
、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスティング、および/または
ビデオ電話などの適用例をサポートするために、一方向または双方向のビデオ送信をサポ
ートするように構成され得る。
【０１５４】
　一例では、ソースデバイスは、ビデオソースと、ビデオエンコーダと、出力インターフ
ェースとを含む。宛先デバイスは、入力インターフェースと、ビデオデコーダと、ディス
プレイデバイスとを含み得る。ソースデバイスのビデオエンコーダは、本明細書において
開示される技法を適用するように構成され得る。他の例では、ソースデバイスおよび宛先
デバイスは、他のコンポーネントまたは構成を含み得る。たとえば、ソースデバイスは、
外部のカメラのような外部のビデオソースからビデオデータを受信し得る。同様に、宛先
デバイスは、統合されたディスプレイデバイスを含むのではなく、外部のディスプレイデ
バイスとインターフェースし得る。
【０１５５】
　上の例示的なシステムは一例にすぎない。ビデオデータを並列に処理するための技法は
、任意のデジタルビデオ符号化および/または復号デバイスによって実行され得る。本開
示の技法は一般にビデオ符号化デバイスによって実行されるが、本技法は、通常は「コー
デック」と呼ばれるビデオエンコーダ/デコーダによっても実行され得る。その上、本開
示の技法は、ビデオプロセッサによっても実行され得る。ソースデバイスおよび宛先デバ
イスは、宛先デバイスへ送信するためのコーディングされたビデオデータをソースデバイ
スが生成するような、コーディングデバイスの例にすぎない。いくつかの例では、ソース
デバイスおよび宛先デバイスは、デバイスの各々がビデオ符号化および復号コンポーネン
トを含むように、実質的に対称的な方式で動作し得る。よって、例示的なシステムは、た
とえば、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスティング、および/
またはビデオ電話のために、ビデオデバイス間の一方向または双方向のビデオ送信をサポ
ートし得る。
【０１５６】
　ビデオソースは、ビデオカメラ、以前にキャプチャされたビデオを含むビデオアーカイ
ブ、および/または、ビデオコンテンツプロバイダからビデオを受信するためのビデオフ
ィードインターフェースのような、ビデオキャプチャデバイスを含み得る。さらなる代替
形態として、ビデオソースは、ソースビデオ、または、ライブビデオ、アーカイブされた
ビデオ、およびコンピュータにより生成されたビデオの組合せとして、コンピュータグラ
フィックスベースのデータを生成することができる。いくつかの場合、ビデオソースがビ
デオカメラである場合、ソースデバイスおよび宛先デバイスは、いわゆるカメラ電話また
はビデオ電話を形成し得る。上で言及されたように、しかしながら、本開示で説明される
技法は、ビデオコーディング全般に適用可能であってよく、ワイヤレスおよび/または有
線の適用例に適用され得る。各々の場合において、キャプチャされたビデオ、事前にキャ
プチャされたビデオ、またはコンピュータにより生成されたビデオは、ビデオエンコーダ
によって符号化され得る。符号化されたビデオ情報は次いで、コンピュータ可読媒体へと
出力インターフェースによって出力され得る。
【０１５７】
　述べられたように、コンピュータ可読媒体は、ワイヤレスブロードキャスト送信もしく
は有線ネットワーク送信などの一時的媒体、または、ハードディスク、フラッシュドライ
ブ、コンパクトディスク、デジタルビデオディスク、ブルーレイディスク、もしくは他の
コンピュータ可読媒体などの記憶媒体(すなわち、非一時的記憶媒体)を含み得る。いくつ
かの例では、ネットワークサーバ(図示されず)は、ソースデバイスから符号化されたビデ
オデータを受信し、符号化されたビデオデータを、たとえばネットワーク送信を介して宛
先デバイスに提供することができる。同様に、ディスクスタンピング施設のような、媒体
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生産施設のコンピューティングデバイスは、ソースデバイスから符号化されたビデオデー
タを受信し、符号化されたビデオデータを含むディスクを生産することができる。したが
って、コンピュータ可読媒体は、様々な例において、様々な形式の1つまたは複数のコン
ピュータ可読媒体を含むと理解され得る。
【０１５８】
　宛先デバイスの入力インターフェースは、コンピュータ可読媒体から情報を受信する。
コンピュータ可読媒体の情報は、ブロックの特性および/または処理ならびに他のコーデ
ィングされたユニット、たとえばピクチャグループ(GOP)を記述するシンタックス要素を
含む、ビデオデコーダによっても使用される、ビデオエンコーダによって定義されるシン
タックス情報を含み得る。ディスプレイデバイスは、復号されたビデオデータをユーザに
対して表示し、陰極線管(CRT)、液晶ディスプレイ(LCD)、プラズマディスプレイ、有機発
光ダイオード(OLED)ディスプレイ、または別のタイプのディスプレイデバイスのような、
種々のディスプレイデバイスのいずれかを備え得る。本発明の様々な実施形態が説明され
てきた。
【０１５９】
　符号化デバイス104および復号デバイス112の具体的な詳細がそれぞれ、図9および図10
に示されている。図9は、本開示において説明される技法の1つまたは複数を実装し得る例
示的な符号化デバイス104を示すブロック図である。符号化デバイス104は、たとえば、本
明細書において説明されるシンタックス構造(たとえば、VPS、SPS、PPS、または他のシン
タックス要素のシンタックス構造)を生成し得る。符号化デバイス104は、ビデオスライス
内のビデオブロックのイントラ予測コーディングおよびインター予測コーディングを実行
し得る。前に説明されたように、イントラコーディングは、少なくとも一部、空間予測に
依拠して、所与のビデオフレーム内またはピクチャ内の空間的冗長性を低減または除去す
る。インターコーディングは、少なくとも一部、時間的予測に依拠して、ビデオシーケン
スの隣接するまたは周囲のフレーム内の時間的冗長性を低減または除去する。イントラモ
ード(Iモード)は、いくつかの空間ベースの圧縮モードのいずれかを指し得る。片方向予
測(Pモード)または双方向予測(Bモード)などのインターモードは、いくつかの時間ベース
の圧縮モードのいずれかを指し得る。
【０１６０】
　符号化デバイス104は、区分ユニット35、予測処理ユニット41、フィルタユニット63、
ピクチャメモリ64、加算器50、変換処理ユニット52、量子化ユニット54、およびエントロ
ピー符号化ユニット56を含む。予測処理ユニット41は、動き推定ユニット42と、動き補償
ユニット44と、イントラ予測処理ユニット46とを含む。ビデオブロック再構築のために、
符号化デバイス104はまた、逆量子化ユニット58、逆変換処理ユニット60、および加算器6
2を含む。フィルタユニット63は、デブロッキングフィルタ、適応ループフィルタ(ALF)、
およびサンプル適応オフセット(SAO)フィルタなどの、1つまたは複数のループフィルタを
表すことが意図されている。フィルタユニット63は図9ではループフィルタであるものと
して示されているが、他の構成では、フィルタユニット63はポストループフィルタとして
実装され得る。後処理デバイス57は、符号化デバイス104によって生成される符号化され
たビデオデータに対する追加の処理を実行し得る。本開示の技法は、いくつかの事例では
符号化デバイス104によって実施され得る。しかしながら、他の事例では、本開示の技法
の1つまたは複数は、後処理デバイス57によって実施され得る。
【０１６１】
　図9に示されるように、符号化デバイス104はビデオデータを受信し、区分ユニット35は
ビデオブロックへとデータを区分する。この区分はまた、スライス、スライスセグメント
、タイル、または他のより大きい単位への区分、ならびに、たとえば、LCUおよびCUの4分
木構造に従ったビデオブロック区分を含み得る。符号化デバイス104は一般に、符号化さ
れるべきビデオスライス内のビデオブロックを符号化するコンポーネントを示す。スライ
スは、複数のビデオブロックに(および、場合によっては、タイルと呼ばれるビデオブロ
ックのセットに)分割され得る。予測処理ユニット41は、誤差の結果(たとえば、コーディ
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ングレートおよび歪みのレベルなど)に基づいて、現在のビデオブロックのための、複数
のイントラ予測コーディングモードの1つまたは複数のインター予測コーディングモード
の1つなどの、複数の可能なコーディングモードの1つを選択し得る。予測処理ユニット41
は、残差ブロックデータを生成するために加算器50に、および、参照ピクチャとして使用
するための符号化されたブロックを再構築するために加算器62に、得られたイントラコー
ディングされたまたはインターコーディングされたブロックを提供し得る。
【０１６２】
　予測処理ユニット41内のイントラ予測処理ユニット46は、空間的圧縮を提供するために
、コーディングされるべき現在のブロックと同じフレームまたはスライス中の1つまたは
複数の隣接ブロックに対する現在のビデオブロックのイントラ予測コーディングを実行し
得る。予測処理ユニット41内の動き推定ユニット42および動き補償ユニット44は、時間的
圧縮を提供するために、1つまたは複数の参照ピクチャ中の1つまたは複数の予測ブロック
に対する現在のビデオブロックのインター予測コーディングを実行する。
【０１６３】
　動き推定ユニット42は、ビデオシーケンスのための所定のパターンに従ってビデオスラ
イスのためのインター予測モードを決定するように構成され得る。所定のパターンは、P
スライス、Bスライス、またはGPBスライスとしてシーケンス中のビデオスライスを指定し
得る。動き推定ユニット42および動き補償ユニット44は高度に統合され得るが、概念的な
目的のために別々に示されている。動き推定ユニット42によって実行される動き推定は、
ビデオブロックに関する動きを推定する動きベクトルを生成するプロセスである。動きベ
クトルは、たとえば、参照ピクチャ内の予測ブロックに対する現在のビデオフレームまた
はピクチャ内のビデオブロックの予測ユニット(PU)の変位を示し得る。
【０１６４】
　予測ブロックは、絶対差分和(SAD:sum of absolute difference)、2乗差分和(SSD:sum 
of square difference)、または他の差分メトリックによって決定され得るピクセル差分
の観点で、コーディングされるべきビデオブロックのPUと密接に一致することが見出され
たブロックである。いくつかの例では、符号化デバイス104は、ピクチャメモリ64内に記
憶された参照ピクチャのサブ整数ピクセル位置のための値を計算し得る。たとえば、符号
化デバイス104は、参照ピクチャの1/4ピクセル位置、1/8ピクセル位置、または他の分数
ピクセル位置の値を補間し得る。したがって、動き推定ユニット42は、フルピクセル位置
および分数ピクセル位置に対する動き探索を実行し、分数ピクセル精度で動きベクトルを
出力し得る。
【０１６５】
　動き推定ユニット42は、参照ピクチャの予測ブロックの位置とPUの位置とを比較するこ
とによって、インターコーディングされたスライス中のビデオブロックのPUのための動き
ベクトルを計算する。参照ピクチャは、その各々がピクチャメモリ64に記憶された1つま
たは複数の参照ピクチャを識別する、第1の参照ピクチャリスト(リスト0)または第2の参
照ピクチャリスト(リスト1)から選択され得る。動き推定ユニット42は、計算された動き
ベクトルをエントロピー符号化ユニット56および動き補償ユニット44に送る。
【０１６６】
　動き補償ユニット44によって実行される動き補償は、場合によってはサブピクセル精度
で補間を行う動き推定によって決定された動きベクトルに基づいて、予測ブロックを取得
または生成することを伴い得る。現在のビデオブロックのPUのための動きベクトルを受信
すると、動き補償ユニット44は、参照ピクチャリストにおいて動きベクトルが指す予測ブ
ロックの位置を特定し得る。符号化デバイス104は、コーディングされている現在のビデ
オブロックのピクセル値から予測ブロックのピクセル値を減算し、ピクセル差分値を形成
することによって、残差ビデオブロックを形成する。ピクセル差分値は、ブロックのため
の残差データを形成し、ルーマ差分成分とクロマ差分成分の両方を含み得る。加算器50は
、この減算演算を実行する1つまたは複数の成分を表す。動き補償ユニット44はまた、ビ
デオスライスのビデオブロックを復号する際に復号デバイス112によって使用するための
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、ビデオブロックおよびビデオスライスと関連付けられたシンタックス要素を生成し得る
。
【０１６７】
　イントラ予測処理ユニット46は、上で説明されたように、動き推定ユニット42および動
き補償ユニット44によって実行されるインター予測の代替として、現在のブロックをイン
トラ予測し得る。具体的には、イントラ予測処理ユニット46は、現在のブロックを符号化
するために使用するためのイントラ予測モードを決定し得る。いくつかの例では、イント
ラ予測処理ユニット46は、たとえば、別々の符号化パスの間、様々なイントラ予測モード
を使用して現在のブロックを符号化することができ、イントラ予測処理ユニット46(また
は、いくつかの例ではモード選択ユニット40)は、試験されたモードから使用すべき適切
なイントラ予測モードを選択することができる。たとえば、イントラ予測処理ユニット46
は、様々な試験されたイントラ予測モードに対してレート-歪み分析を使用してレート-歪
み値を計算することができ、試験されたモードの中から最良のレート-歪み特性を有する
イントラ予測モードを選択することができる。レート-歪み分析は、一般に、符号化され
たブロックと、符号化されたブロックを生成するために符号化された元の非符号化ブロッ
クとの間の歪み(または誤差)、ならびに、符号化されたブロックを生成するために使用さ
れたビットレート(すなわち、ビット数)を決定する。イントラ予測処理ユニット46は、ど
のイントラ予測モードがブロックのための最良のレート-歪み値を示すかを決定するため
に、様々な符号化されたブロックに対する歪みおよびレートから比を計算し得る。
【０１６８】
　いずれの場合でも、ブロックのためのイントラ予測モードを選択した後、イントラ予測
処理ユニット46は、エントロピー符号化ユニット56にブロックのための選択されたイント
ラ予測モードを示す情報を提供し得る。エントロピー符号化ユニット56は、選択されたイ
ントラ予測モードを示す情報を符号化し得る。符号化デバイス104は、様々なブロックの
ための符号化コンテキストの定義、ならびに、最確イントラ予測モードの指示、イントラ
予測モードインデックステーブル、およびコンテキストの各々に対して使用すべき修正さ
れたイントラ予測モードインデックステーブルを、送信されたビットストリーム構成デー
タに含め得る。ビットストリーム構成データは、複数のイントラ予測モードインデックス
テーブルと、複数の修正されたイントラ予測モードインデックステーブル(コードワード
マッピングテーブルとも呼ばれる)とを含み得る。
【０１６９】
　予測処理ユニット41が、インター予測またはイントラ予測のいずれかを介して現在のビ
デオブロックのための予測ブロックを生成した後、符号化デバイス104は、現在のビデオ
ブロックから予測ブロックを減算することによって、残差ビデオブロックを形成する。残
差ブロック内の残差ビデオデータは、1つまたは複数のTU内に含まれ、変換処理ユニット5
2に適用され得る。変換処理ユニット52は、離散コサイン変換(DCT)または概念的に同様の
変換などの変換を使用して、残差ビデオデータを残差変換係数に変換する。変換処理ユニ
ット52は、残差ビデオデータをピクセル領域から周波数領域などの変換領域に変換し得る
。
【０１７０】
　変換処理ユニット52は、結果として生じた変換係数を量子化ユニット54に送り得る。量
子化ユニット54は、ビットレートをさらに低減するために、変換係数を量子化する。量子
化プロセスは、係数の一部またはすべてと関連付けられるビット深度を低減し得る。量子
化の程度は、量子化パラメータを調整することによって変更され得る。いくつかの例では
、量子化ユニット54は、次いで、量子化された変換係数を含む行列の走査を実行し得る。
代替的には、エントロピー符号化ユニット56が走査を実行し得る。
【０１７１】
　量子化に続いて、エントロピー符号化ユニット56は、量子化された変換係数をエントロ
ピー符号化する。たとえば、エントロピー符号化ユニット56は、コンテキスト適応型可変
長コーディング(CAVLC)、コンテキスト適応型バイナリ算術コーディング(CABAC)、シンタ
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ックスベースコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング(SBAC)、確率間隔区分エント
ロピー(PIPE)コーディング、または別のエントロピー符号化技法を実行し得る。エントロ
ピー符号化ユニット56によるエントロピー符号化に続いて、符号化されたビットストリー
ムは、復号デバイス112に送信されてよく、または、復号デバイス112による後の送信また
は検索のためにアーカイブされてよい。エントロピー符号化ユニット56はまた、コーディ
ングされている現在のビデオスライスに関する動きベクトルおよび他のシンタックス要素
を符号化し得る。
【０１７２】
　逆量子化ユニット58および逆変換処理ユニット60は、参照ピクチャの参照ブロックとし
て後に使用するためのピクセル領域における残差ブロックを再構築するために、それぞれ
、逆量子化および逆変換を適用する。動き補償ユニット44は、参照ピクチャリスト内の参
照ピクチャの1つの予測ブロックに残差ブロックを加算することによって、参照ブロック
を計算し得る。動き補償ユニット44はまた、動き推定において使用するためのサブ整数ピ
クセル値を計算するために、1つまたは複数の補間フィルタを再構築された残差ブロック
に適用し得る。加算器62は、ピクチャメモリ64に記憶するための参照ブロックを生成する
ために、動き補償ユニット44によって生成された動き補償された予測ブロックに再構築さ
れた残差ブロックを加算する。参照ブロックは、後続のビデオフレームまたはピクチャ内
のブロックをインター予測するために、参照ブロックとして動き推定ユニット42および動
き補償ユニット44によって使用され得る。
【０１７３】
　このようにして、図9の符号化デバイス104は、符号化されたビデオビットストリームの
ためのシンタックスを生成するように構成されるビデオエンコーダの例を表す。符号化デ
バイス104は、たとえば、上で説明されたように、VPS、SPS、およびPPSパラメータセット
を生成し得る。符号化デバイス104は、図6および図7に関して上で説明されたプロセスを
含む、本明細書において説明される技法のいずれかを実行し得る。本開示の技法は全般に
、符号化デバイス104に関して説明されているが、上で言及されたように、本開示の技法
のいくつかは、後処理デバイス57によっても実施され得る。
【０１７４】
　図10は、例示的な復号デバイス112を示すブロック図である。復号デバイス112は、エン
トロピー復号ユニット80と、予測処理ユニット81と、逆量子化ユニット86と、逆変換処理
ユニット88と、加算器90と、フィルタユニット91と、ピクチャメモリ92とを含む。予測処
理ユニット81は、動き補償ユニット82と、イントラ予測処理ユニット84とを含む。復号デ
バイス112は、いくつかの例では、図9から符号化デバイス104に関して説明された符号化
パスとは全般に逆の復号パスを実行し得る。
【０１７５】
　復号プロセスの間、復号デバイス112は、符号化デバイス104によって送信される、符号
化されたビデオスライスのビデオブロックと関連するシンタックス要素とを表す符号化さ
れたビデオビットストリームを受信する。いくつかの実施形態では、復号デバイス112は
、符号化デバイス104から符号化されたビデオビットストリームを受信し得る。いくつか
の実施形態では、復号デバイス112は、サーバ、媒体認識ネットワーク要素(MANE)、ビデ
オエディタ/スプライサ、または、上で説明された技法の1つまたは複数を実施するように
構成される他のそのようなデバイスなどの、ネットワークエンティティ79から符号化され
たビデオビットストリームを受信し得る。ネットワークエンティティ79は、符号化デバイ
ス104を含むことがあり、含まないことがある。本開示において説明される技法のいくつ
かは、ネットワークエンティティ79が符号化されたビデオビットストリームを復号デバイ
ス112に送信する前に、ネットワークエンティティ79によって実施され得る。いくつかの
ビデオ復号システムでは、ネットワークエンティティ79および復号デバイス112は別個の
デバイスの一部であり得るが、他の事例では、ネットワークエンティティ79に関して説明
される機能は、復号デバイス112を備える同じデバイスによって実行され得る。
【０１７６】
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　復号デバイス112のエントロピー復号ユニット80は、量子化された係数と、動きベクト
ルと、他のシンタックス要素とを生成するためにビットストリームをエントロピー復号す
る。エントロピー復号ユニット80は、予測処理ユニット81に動きベクトルと他のシンタッ
クス要素とを転送する。復号デバイス112は、ビデオスライスレベルおよび/またはビデオ
ブロックレベルにおいてシンタックス要素を受信し得る。エントロピー復号ユニット80は
、VPS、SPS、およびPPSなどの1つまたは複数のパラメータセットの中の、固定長シンタッ
クス要素と可変長シンタックス要素の両方を処理し構文解析し得る。
【０１７７】
　ビデオスライスがイントラコーディングされた(I)スライスとしてコーディングされる
とき、予測処理ユニット81のイントラ予測処理ユニット84は、シグナリングされたイント
ラ予測モードと、現在のフレームまたはピクチャの以前に復号されたブロックからのデー
タとに基づいて、現在のビデオスライスのビデオブロックのための予測データを生成し得
る。ビデオフレームがインターコーディングされた(すなわち、B、P、またはGPB)スライ
スとしてコーディングされるとき、予測処理ユニット81の動き補償ユニット82は、エント
ロピー復号ユニット80から受信された動きベクトルと他のシンタックス要素とに基づいて
、現在のビデオスライスのビデオブロックのための予測ブロックを生成する。予測ブロッ
クは、参照ピクチャリスト内の参照ピクチャの1つから生成され得る。復号デバイス112は
、ピクチャメモリ92に記憶された参照ピクチャに基づいて、デフォルトの構成技法を使用
して、参照フレームリスト、リスト0およびリスト1を構築し得る。
【０１７８】
　動き補償ユニット82は、動きベクトルと他のシンタックス要素とを構文解析することに
よって、現在のビデオスライスのビデオブロックのための予測情報を決定し、復号されて
いる現在のビデオブロックのための予測ブロックを生成するために予測情報を使用する。
たとえば、動き補償ユニット82は、ビデオスライスのビデオブロックをコーディングする
ために使用された予測モード(たとえば、イントラまたはインター予測)と、インター予測
スライスタイプ(たとえば、Bスライス、Pスライス、またはGPBスライス)と、スライスの
ための1つまたは複数の参照ピクチャリストのための構築情報と、スライスの各々のイン
ターコーディングされたビデオブロックのための動きベクトルと、スライスの各々のイン
ターコーディングされたビデオブロックのためのインター予測状態と、現在のビデオスラ
イス中のビデオブロックを復号するための他の情報とを決定するために、パラメータセッ
トの中の1つまたは複数のシンタックス要素を使用し得る。
【０１７９】
　動き補償ユニット82はまた、補間フィルタに基づいて補間を実行し得る。動き補償ユニ
ット82は、ビデオブロックの符号化の間に符号化デバイス104によって使用されるような
補間フィルタを使用して、参照ブロックのサブ整数ピクセルに対して補間された値を計算
し得る。この場合、動き補償ユニット82は、符号化デバイス104によって使用される補間
フィルタを、受信されたシンタックス要素から決定することができ、その補間フィルタを
使用して予測ブロックを生成することができる。
【０１８０】
　逆量子化ユニット86は、ビットストリームにおいて提供されエントロピー復号ユニット
80によって復号された、量子化された変換係数を逆量子化(inverse quantize)、すなわち
逆量子化(de-quantize)する。逆量子化プロセスは、量子化の程度を決定し、同様に、適
用されるべき逆量子化の程度を決定するための、ビデオスライス中の各ビデオブロックに
対する、符号化デバイス104によって計算された量子化パラメータの使用を含み得る。逆
変換処理ユニット88は、ピクセル領域における残差ブロックを生成するために、変換係数
に逆変換(たとえば、逆DCTまたは他の適切な逆変換)、逆整数変換、または概念的に同様
の逆変換プロセスを適用する。
【０１８１】
　動き補償ユニット82が、動きベクトルと他のシンタックス要素とに基づいて現在のビデ
オブロックのための予測ブロックを生成した後、復号デバイス112は、逆変換処理ユニッ
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ト88からの残差ブロックを、動き補償ユニット82によって生成された対応する予測ブロッ
クと加算することによって、復号されたビデオブロックを形成する。加算器90は、この加
算演算を実行する1つまたは複数のコンポーネントを表す。望まれる場合、(コーディング
ループ中またはコーディングループ後のいずれかの)ループフィルタも、ピクセル遷移を
平滑化するために、または別様にビデオ品質を改善するために使用され得る。フィルタユ
ニット91は、デブロッキングフィルタ、適応ループフィルタ(ALF)、およびサンプル適応
オフセット(SAO)フィルタなどの、1つまたは複数のループフィルタを表すことが意図され
ている。フィルタユニット91は図10ではループフィルタであるものとして示されているが
、他の構成では、フィルタユニット91はポストループフィルタとして実装され得る。次い
で、所与のフレームまたはピクチャ中の復号されたビデオブロックは、ピクチャメモリ92
に記憶され、参照ピクチャメモリ92は、後続の動き補償のために使用される参照ピクチャ
を記憶する。ピクチャメモリ92はまた、図1に示されるビデオ宛先デバイス122などのディ
スプレイデバイス上で後に提示するための復号されたビデオを記憶する。
【０１８２】
　前述の説明では、適用例の態様は、特定の実施形態を参照して説明されるが、本発明は
そのように限定されないことを当業者は認識するであろう。したがって、適用例の説明の
ための実施形態が本明細書において詳細に説明されているが、発明の概念は別様に具現化
され利用されてよく、添付の特許請求の範囲は、従来技術により制限されるようなものを
除き、そのような変更を含むものとして解釈されることを意図している。上で説明された
発明の様々な特徴および態様は、個別にまたは一緒に使用され得る。さらに、実施形態は
、本明細書のより広い趣旨および範囲から逸脱することなく、本明細書において説明され
たもの以外の任意の数の環境および適用例において利用され得る。したがって、本明細書
および図面は、限定ではなく例示であると見なされるべきである。例示を目的に、方法は
特定の順序で説明された。代替的な実施形態では、方法は説明されたものとは異なる順序
で実行され得ることを理解されたい。
【０１８３】
　コンポーネントがある動作を実行する「ように構成される」ものとして説明されている
場合、そのような構成は、たとえば、動作を実行するように電子回路もしくは他のハード
ウェアを設計することによって、動作を実行するようにプログラム可能電子回路(たとえ
ば、マイクロプロセッサ、もしくは他の適切な電子回路)をプログラムすることによって
、または、これらの任意の組合せで、達成され得る。
【０１８４】
　本明細書において開示される実施形態に関して説明される様々な例示的な論理ブロック
、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータ
ソフトウェア、ファームウェア、またはこれらの組合せとして実装され得る。ハードウェ
アとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的なコンポーネント、ブ
ロック、モジュール、回路、およびステップが、全般にそれらの機能に関してこれまで説
明されてきた。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして
実装されるかは、具体的な適用例およびシステム全体に課される設計制約によって決まる
。当業者は、具体的な適用例ごとに様々な方法で説明された機能を実装することができる
が、そのような実装の決定は、本発明の範囲からの逸脱を引き起こすと解釈されるべきで
はない。
【０１８５】
　本明細書において説明された技法はまた、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。そのような技法は、
汎用コンピュータ、ワイヤレス通信デバイスハンドセット、またはワイヤレス通信デバイ
スハンドセットおよび他のデバイスにおける適用例を含む複数の用途を有する集積回路デ
バイスなどの、様々なデバイスのいずれかにおいて実装され得る。モジュールまたはコン
ポーネントとして説明された任意の特徴が、集積論理デバイス内で一緒に、または個別で
あるが相互動作可能な論理デバイスとして別々に実装され得る。ソフトウェアで実装され
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た場合、本技法は、実行されると上で説明された方法の1つまたは複数を実行する命令を
含むプログラムコードを備えるコンピュータ可読データ記憶媒体によって、少なくとも部
分的に実現され得る。コンピュータ可読データ記憶媒体は、パッケージング材料を含み得
るコンピュータプログラム製品の一部を形成し得る。コンピュータ可読媒体は、同期型ダ
イナミックランダムアクセスメモリ(SDRAM)などのランダムアクセスメモリ(RAM)、読取り
専用メモリ(ROM)、不揮発性ランダムアクセスメモリ(NVRAM)、電気消去可能プログラマブ
ル読取り専用メモリ(EEPROM)、フラッシュメモリ、磁気または光学データ記憶媒体などの
ような、メモリまたはデータ記憶媒体を備え得る。本技法は、追加または代替として、伝
搬される信号または波のような、命令またはデータ構造の形態でプログラムコードを搬送
または伝達し、コンピュータによってアクセスされ、読み取られ、かつ/または実行され
得る、コンピュータ可読通信媒体によって、少なくとも部分的に実現され得る。
【０１８６】
　プログラムコードは、1つまたは複数のデジタル信号プロセッサ(DSP)などの1つまたは
複数のプロセッサ、汎用マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールド
プログラマブルロジックアレイ(FPGA)、または他の等価の集積回路もしくはディスクリー
ト論理回路を含み得るプロセッサによって実行され得る。そのようなプロセッサは、本開
示において説明された技法のいずれかを実行するように構成され得る。汎用プロセッサは
マイクロプロセッサであり得るが、代替的に、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、
コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、
コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、DSPとマイクロプロセッサとの組合せ
、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携する1つもしくは複数のマイクロプロセッサ
、または任意の他のそのような構成としても実装され得る。したがって、本明細書におい
て使用される「プロセッサ」という用語は、本明細書において説明される技法の実装に適
した、前述の構造、前述の構造または任意の他の構造もしくは装置の任意の組合せのいず
れかを指し得る。さらに、いくつかの態様では、本明細書において説明された機能は、符
号化および復号のために構成された専用のソフトウェアモジュールもしくはハードウェア
モジュール内で提供されてよく、または複合ビデオエンコーダ/デコーダ(コーデック)に
組み込まれてよい。
【符号の説明】
【０１８７】
　　35　区分ユニット
　　41　予測処理ユニット
　　42　動き推定ユニット
　　44　動き補償ユニット
　　46　イントラ予測処理ユニット
　　50　加算器
　　52　変換処理ユニット
　　54　量子化ユニット
　　56　エントロピー符号化ユニット
　　57　後処理デバイス
　　58　逆量子化ユニット
　　60　逆変換処理ユニット
　　62　加算器
　　63　フィルタユニット
　　64　ピクチャメモリ
　　79　ネットワークエンティティ
　　80　エントロピー復号ユニット
　　81　予測処理ユニット
　　82　動き補償ユニット
　　84　イントラ予測処理ユニット
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　　86　逆量子化ユニット
　　88　逆変換処理ユニット
　　90　加算器
　　91　フィルタユニット
　　92　ピクチャメモリ
　　100　システム
　　102　ビデオソース
　　104　符号化デバイス
　　106　エンコーダエンジン
　　108　記憶装置
　　110　出力
　　112　復号デバイス
　　114　入力
　　116　デコーダエンジン
　　118　記憶装置
　　120　通信リンク
　　122　ビデオ宛先デバイス
　　202　出力順序
　　204　VPS拡張
　　302　復号順序
　　402　復号順序
　　502　復号順序
　　600　プロセス
　　700　プロセス
　　802　復号順序
【図１】 【図２】
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